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今月の表紙は上野天神祭だんじり巡行の様子

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。

すべての人がいきいきと安心して暮らせるまちへ
12月3日～9日は障害者週間です 今月の納税

●納期限　12月26日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期） 2022 年（令和４年）12月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,390 人　○世帯数　40,486 世帯
○男　42,942 人　　○女　44,448 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年 10月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

12 月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆地域医療連携室
　高齢者の中には、長い間入院することで、病気や
ケガの治療が終了しても入院する前の身体の状態に
戻ることのできない人が多くいます。
　「今までどおりの生活ができるのか」、「退院した
ら、自宅で一人になるけど大丈夫か」といった不安
を抱える患者さんも多く、またその家族も、「離れ
て暮らしているので何かあってもすぐ対応できな
い」、「仕事があって介護ができない」などさまざま
な悩みに直面します。
　そのような時は、地域医療連携室にご相談くださ
い。看護師や福祉に精通した医療ソーシャルワー
カーが協力して、院内のスタッフ、地域の介護支援
専門員、福祉施設、関係機関などと連携し、自宅へ

の退院や施設への入所など退院後の生活をより良く
送ることができるようサポートします。また、転院
が必要な場合には他病院との連絡調整を行います。
　そのほか、入院や通院によって生じる悩み事や問
題を抱えている患者さん、家族・親族のご相談にも
応じ支援を行いますので、お気軽にお声掛けくだ
さい。　　　　　　（地域医療連携室　上野　秀徳）

上野総合市民病院だより
介護保険ってなに？どんな
サービスが受けられるの？

身体障害手帳などの福祉
制度を利用したいけど
どうしたらいいの？

退院後の施設
を探したい

介護医療院に
入りたいんだけど

医療費が心配

退院後の介護に
ついて知りたい

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　上野

３
　名張

４
岡／名

５
　岡波

６
　名張

７
　岡波

８
　名張

９
　上野

10
　上野

11
　岡波

12
　岡波

13　
　上野

14
　岡波

15
　名張

16
　上野

17
　名張

18
岡／名

19
　岡波

20
　名張

21
　岡波

22
　名張

23
　上野

24
　上野

25
　岡波

26
　岡波

27
　上野

28
　岡波

29
　名張

30
　上野

31
　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。
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。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
障
が
い
に
関
す
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っ
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が
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クイズ
ABC
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障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
す
べ
て
の
人
が
お

互
い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
と

も
に
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

を
め
ざ
す
法
律
で
す
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す

る
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
が
禁
止
さ

れ
、「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
法
律
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

民
間
事
業
者
＊
に
よ
る「
合
理
的
配
慮
」の
提
供

（
改
正
前
）「
努
力
義
務
」

　
　
　
⬅

（
改
正
後
）「
義
務
」

※
改
正
法
の
施
行
は
公
布
日
（
令
和
３
年

６
月
４
日
）
か
ら
３
年
以
内

＊
営
利・非
営
利
、
個
人・法
人
を
問
わ
な
い
。

◆
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
？

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、
生
活
の
中
で

支
障
と
な
る
事
柄
へ
の
配
慮
を
受
け
た
い

と
求
め
ら
れ
た
時
に
、
負
担
に
な
り
過
ぎ

な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

　
（
例
）○

段
差
が
あ
る
場
合
、
車
椅
子
利
用

者
の
補
助
を
す
る

○
筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
な
ど
、

意
思
疎
通
の
配
慮
を
行
う

○
飲
食
店
な
ど
で
、
車
椅
子
の
人
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
机
や
椅
子

の
配
置
の
一
部
を
変
更
す
る

○
職
場
に
お
い
て
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
て
休
憩
時
間
の
調
整
な
ど
を

行
う　
な
ど

◆
「
不
当
な
差
別
的
扱
い
」
と
は
？

　
正
当
な
理
由
な
く
、
障
が
い
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
理
由
に
し
て
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
提
供
に
あ
た
っ

て
条
件
を
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
（
例
）○

受
付
の
対
応
を
拒
否
す
る

○
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
居
を
断
る

○
本
人
を
無
視
し
て
付
き
添
い
の
人

だ
け
に
話
し
か
け
る

○
付
き
添
い
の
人
が
一
緒
に
い
な
い

こ
と
を
理
由
に
入
店
を
断
る　
　

な
ど

　
障
害
者
週
間
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を
推
進
し
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
の
週
間
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
は
、
ま
わ
り
の
人

の
理
解
と
認
識
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
誰
も
が
心
地
よ
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
は
そ
う
し
た
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
障
が
い
福
祉
課　
☎
22
・
９
６
５
７　
℻  
22
・
９
６
６
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

shougai@
city.iga.lg.jp

障
害
者
差
別
解
消
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す
◆
伊
賀
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
舎
１
階
）

　
☎
26
・
７
７
２
５　
℻  
24
・
７
５
１
１

 　

iga-syougai1@
ict.jp

　
市
が
設
置
し
て
い
る
相
談
窓
口
で
、
障

害
者
手
帳
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
困
り
ご
と
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
伊
賀
市
障
が
い
者
相
談
員

　
市
の
委
嘱
で
活
動
し
て
い
る
相
談
員
で

す
。
自
身
の
経
験
を
も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す
。
※
敬
称
略

【
身
体
】
藤
原
泰
則
（
石
川
）・橋
本
た
き
子

（
久
米
町
）・
赤
井
聖
功（
阿
保
）・
浜
口
恵
美
子

（
緑
ケ
丘
本
町
）・
福
地
申
大
（
富
永
）・

山
本
志
賀
子（
比
土
）・増
永
秀
美（
島
ヶ
原
）

【
知
的
】　
船
見
泰
子
（
緑
ケ
丘
本
町
）・

海
野
啓
子
（
緑
ケ
丘
西
町
）

障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
が
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
共
通

の
問
題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
事
務
局

　
（
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
33
・
０
０
６
４　
℻  
21
・
８
１
２
３

伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
の

  

加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

Ａ
〜
Ｊ
ま
で
の
マ

ー
ク
が
ど
れ
か
、

〇
の
中
に
数
字
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
障
が
い
に
関
す
る
マ
ー
ク

合
理
的
配
慮

は
、相
手
の

立
場
に
な
っ

て
考
え
る
ち
ょ
っ
と
し
た

心
づ
か
い
か
ら
生
ま
れ
ま

す
。必
要
と
し
て
い
る
配

慮
は
そ
の
人
の
障
が
い
特

性
や
そ
の
場
の
状
況
な
ど

で
常
に
変
化
す
る
も
の
な

の
で
、「
対
話
」を
通
じ
て

調
整
す
る

こ
と
が
大

切
で
す
。

〇

〇

〇

〇〇

〇〇〇

〇〇

クイズ
ABC

DEFG

HIJ

❶
障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
　
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
建
物

や
施
設
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
た
め

の
世
界
共
通
の
マ
ー
ク
で
す
。
車
椅
子
を

利
用
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
に
限
定
し
た

も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
障
が
い
の
あ

る
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

❷
盲
人
の
た
め
の

　
　
　
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
安
全
を
考
え

た
建
物
や
設
備
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
世
界

共
通
の
マ
ー
ク
で
す
。

❸
身
体
障
が
い
者
標
識

　
肢
体
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運

転
免
許
に
条
件
が
あ
る
人
の
車
に
表
示
す

る
マ
ー
ク
で
す
。

❹
聴
覚
障
が
い
者
標
識

　
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
運

転
免
許
に
条
件
が
あ
る
人
の
車
に
表
示
す

る
マ
ー
ク
で
す
。

❺
ほ
じ
ょ
犬
マ
ー
ク

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
啓
発
の
た
め

の
マ
ー
ク
で
す
。公
共
施
設
や
交
通
機
関
、

民
間
施
設
は
、
身
体
障
が
い
の
あ
る
人
が

身
体
障
害
者
補
助
犬
（
盲
導
犬
、聴
導
犬
、

介
助
犬
）
を
同
伴
す
る
の
を
受
け
入
れ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

❻
耳
マ
ー
ク

　
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
耳
が
不
自

由
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
使
用
し
ま

す
。
ま
た
、施
設
な
ど
が
、聞
こ
え
な
い
、

聞
こ
え
に
く
い
人
へ
の
配
慮
を
表
す
マ
ー

ク
で
も
あ
り
ま
す
。

❼
オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク

　
人
工
肛
門
・
人
工
膀ぼ

う
胱こ

う
を
造
設
し
て
い

る
人
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
の
た
め
の
設
備

が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

❽
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク

　

外
見
で
は
分
か
り
に
く
い
た
め
誤
解

な
ど
を
受
け
や
す
い
、
身
体
の
内
部
に
障

が
い
の
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
マ
ー
ク

で
す
。

❾
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
、
周
囲
の
人

に
伝
え
や
す
く
、
ま
た
、
支
援
が
で
き
る

人
が
気
づ
き
や
す
く
な
る
マ
ー
ク
で
す
。

10
わ
け
が
あ
り
ま
す
く
マ
ー
ク

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
策
と
し
て
「
マ
ス
ク
着
用
」
の
習
慣
が

浸
透
し
ま
し
た
が
、
障
が
い
や
病
気
な
ど

の
理
由
で
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
難
し
い
こ

と
の
意
思
表
示
と
、
マ
ス
ク
着
用
が
難
し

い
人
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
の
マ
ー
ク

で
す
。

【
答
え
】

Ⓐ-

❺
、
Ⓑ-

❹
、
Ⓒ-

10
、
Ⓓ-

❼
、
Ⓔ-

❷
、
Ⓕ-

❻
、
Ⓖ-

❾
、
Ⓗ-

❽
、
Ⓘ-

❶
、
Ⓙ-

❸
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健康のためにこの機会に接種しましょう

予防接種を受け忘れていませんか？
【問い合わせ】　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

高齢者子ども

○対象年齢以外の場合は自費です。
○必ず医療機関で予約をしてから接種してください。
　市内医療機関に予診票を設置しています。市外（三
重県内）で接種する人は予診票をお渡ししますので、

上記までご連絡ください。
○子宮頸がんワクチンは従来の定期接種の対象を超え
て接種を行っています。キャッチアップ接種の費用
助成について、詳しくは 26ページをご覧ください。

予防接種名 回　数 対象年齢

ロタウイルス ２～３回
１価 (ロタリックス )：生後６～ 24週
５価 (ロタテック )：生後６～ 32週
※１回目の接種は、生後14週６日までに行うことが推奨されています。

ヒブ １～４回 生後２カ月～５歳未満
※ヒブと肺炎球菌は 5歳未満の人に罹

り
患することが多い病気です。肺炎球菌 １～４回

Ｂ型肝炎 ３回 １歳未満
四種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風・
ポリオ）

４回
生後３カ月～７歳６カ月未満
※すでに三種混合ワクチン（４回）と、生ポリオワクチン（２回）また
は不活化ポリオワクチン（４回）を接種している人は接種不要です。

ＢＣＧ １回 １歳未満

麻しん・風しん混合（ＭＲ）
１回 １期：１～２歳未満

※麻しんと風しんの単体ワクチンを１回ずつ接種している場合もあります。
１回 ２期：平成 28年４月２日～平成 29年４月１日生まれ（年長児）

水痘（水ぼうそう） ２回 １～３歳未満
※水ぼうそうにかかったことのある人は接種不要です。

日本脳炎 ４回 １期（３回）：３～７歳６カ月未満
２期（１回）：９～ 13歳未満

二種混合（ＤＴ） １回 11～ 13歳未満

子宮頸
けい
がん ３回

○小学６年生～高校１年生相当（16歳）の女子
○平成９年４月２日～平成18 年４月１日生まれの女子で過去に子宮頸
がんワクチンの接種を合計３回受けていない人（キャッチアップ接種）

【接種期限】　3月 31日㈮
【対象者】　次の①または②に該当する人のうち、過去
に肺炎球菌の接種を 1回も受けたことのない人
①今年度 65歳になる人（昭和 32年４月２日～昭和
33年４月１日生まれの人）
②接種時点で 60歳以上 65歳未満で、心臓、腎臓も
しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能障がいで身体障がい者手帳１級の人

【接種回数】　１回
【費　用】
　3,000 円（生活保護を受給している人は無料）

【接種場所】　県内の指定医療機関
【接種方法】　直接医療機関に予約し、接種当日は必ず
案内はがきを持参してください。

【対象年齢の人以外への助成について】
　今年度に 70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
95歳・100歳になる人で、過去に肺炎球菌ワクチン
を１回も接種していない人（任意接種・実費を含む。）
は、接種費用の一部助成を受けることができます。

【注意事項】
　市外・県外で接種を希望する人は、上記までご連絡
ください。

高齢者肺炎球菌ワクチン

子どもの定期予防接種

新型コロナウイルス感染症対策情報

新型コロナウイルスに関する
お知らせ

◆オミクロン株対応ワクチン
　従来株ワクチンを２回以上接種した 12歳以上の人
が対象です。前回接種から３カ月以上経過している人
が１人１回接種できます。接種券がお手元に届いたら
予約できます。
　なお、すでに送付済みの３・４回目の接種券をお持
ちの人はそのまま使用し予約できます。接種実施期間
は令和５年３月 31日までです。
　年末年始の感染拡大防止のため、オミクロン株対応
ワクチンの早期接種をご検討ください。

◆初回接種（１・２回目）
　接種が受けられる期間は令和５年３月 31日までで
す。実施期間内にオミクロン株対応ワクチンでの追加
接種を希望する人は、１・２回目接種を年内に完了し
ていないと接種できませんので、ご注意ください。
　接種できる医療機関は、上野総合市民病院のみです。

◆乳幼児（生後６カ月～４歳）
　対象者には接種券を順次発送しています。
　接種回数は３回です。接種間隔は１回目接種から通
常３週間をあけて２回目を接種、少なくとも８週間経
過してから３回目の接種を行います。
　上記の接種間隔を踏まえると、実施期間内に接種を
完了するためには、令和５年１月 13日までに１回目
接種を行う必要があります。希望する場合は早めの接
種をご検討ください。

【保護者の皆さんへ】
　新型コロナウイルスワクチン接種は、感染予防な
どのために市民の皆さんにおすすめしていますが、
強制するものではありません。子どもへの接種は、
「感染症予防の効果」と「副反応のリスク」の双方
を理解した上で、保護者の意思に基づいて接種して
ください。

※最新の詳しい情報は市ホームページをご覧ください。
　「新型コロナワクチン接種について」

【問い合わせ】　ワクチン接種推進課
　☎  41-1550　℻  22-9694

　冬は新型コロナウイルス感染症やインフルエンザが
流行しやすい季節です。ご自身や家族の健康を守るた
めに、毎日、体調を確認することは、健康管理の観点
からも大切です。

◆日常生活で気をつけること
○バランスの良い食生活を心掛けよう
○適度な運動をしよう
○十分な睡眠をとろう
○禁煙しよう
○お酒と上手に付き合おう

◆感染予防のために気をつけること
○毎日体温を測るなど自己管理をしよう
○手洗いなど感染予防を徹底しましょう

【問い合わせ】　健康推進課
　☎  22-9653　℻  22-9666

新型コロナワクチン接種

セルフケアをしましょう

【ワクチン接種に関する問い合わせ】
○伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター
　（月～土曜日、午前８時 30分～午後５時）
　☎ 0120-849-064
○外国語での問い合わせ
　（月・水・土曜日、午前８時 30分～午後５時）
　•ポルトガル語　☎ 0120-257-863
　•スペイン語　☎ 0120-257-864
◎三重県新型コロナウイルスワクチン副反応相談窓口
　（24時間対応、土・日曜日、祝日含む。）
　☎ 059-224-3326

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局人権相談　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9641
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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市
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設
は
一
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き
、
12
月
29
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま
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閉
庁
し
ま
す
。

■
伊
賀
市
応
急
診
療
所

【
所
在
地
】

　
上
野
桑
町
１
６
１
５

（
令
和
５
年
１
月
１
日
に
移
転
し
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す
。

詳
し
く
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
診
療
科
目
】

　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

◆
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月
29
日
㈭

　
午
後
８
時
〜
11
時

◆
12
月
30
日
㈮
〜
１
月
３
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㈫

○
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前
９
時
〜
正
午

○
午
後
２
時
〜
５
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○
午
後
８
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〜
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時

※
受
付
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は
、
診
察
終
了
時
刻
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分
前

ま
で
で
す
。

※
点
滴
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レ
ン
ト
ゲ
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検
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血
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検
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で
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ま
せ
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※
各
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染
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検
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イ
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フ
ル
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新
型
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ナ
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イ
ル
ス
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ど
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行
っ

て
い
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ん
。

※
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熱
や
か
ぜ
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の
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る
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電
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だ
さ
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健
康
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・
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持
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し
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い
。

【
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合
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せ
】　
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市
応
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所

　
☎
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・
９
９
９
０

■
二
次
救
急
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施
病
院

【
診
療
時
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午
前
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分
〜
翌
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前
8
時
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月
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名
張
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立
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２
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０
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で
す
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０
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９
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〜
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ッ
ク
は
無

料
で
す
。

【
持
込
先
】　

　
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

　
☎
53
・
１
１
２
０

○
青
山
支
所

　
☎
52
・
１
１
１
２
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こ
の
条
例
で
は
、「
事
業
者
」
は
規
模

の
大
小
や
業
種
に
関
わ
ら
ず
、
市
内
で
経

済
活
動
を
す
る
す
べ
て
の
人
と
し
て
い

ま
す
。

○
自
助
努
力
に
よ
る
経
営
安
定
に
努
め
、

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

後
継
者
の
育
成
に
努
め
る
こ
と

○
脱
炭
素
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

と
共
存
共
栄
し
、
持
続
可
能
な
発
展
を

め
ざ
す
こ
と

○
分
野
や
利
害
を
超
え
、
事
業
者
同
士
の

連
携
や
協
働
に
努
め
る
こ
と

○
産
業
関
係
団
体
（
商
工
関
係
団
体
や
観

光
関
係
団
体
な
ど
）
の
活
動
や
運
営
に

積
極
的
に
参
加
し
、
協
力
す
る
こ
と

○
産
学
官
連
携
や
共
同
研
究
に
も
取
り
組

み
、
競
争
力
の
強
化
に
努
め
る
こ
と

○
自
ら
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
貢
献
に
努
め
る
こ
と

○
事
業
の
材
料
や
物
品
の
調
達
、
下
請
負

や
工
事
な
ど
の
発
注
に
当
た
っ
て
は
、

市
内
事
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と

○
市
が
行
う
産
業
振
興
施
策
や
事
業
に
協

力
す
る
こ
と

※
商
業
、
工
業
、
農
林
業
、
観
光
事
業
者
、

伝
統
的
な
地
場
産
業
者
、
金
融
機
関
や

大
企
業
な
ど
は
、
別
途
追
加
の
役
割
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
観
光
協
会
、

Ｊ
Ａ
な
ど
産
業
振
興
の
各
分
野
で
中
間
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
役
割
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

○
事
業
者
の
活
動
や
創
業
を
支
援
す
る

こ
と

○
地
域
産
業
の
振
興
と
経
済
の
活
性
化
の

た
め
に
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と

○
地
域
産
業
の
振
興
に
資
す
る
人
材
の
確

保
と
育
成
を
行
う
こ
と

○
事
業
な
ど
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
図
り
、
市
が
実
施
す
る
地
域
産
業

の
振
興
施
策
に
協
力
す
る
こ
と

○
設
立
の
趣
旨
や
役
割
を
十
分
に
認
識

し
、
こ
れ
を
果
た
す
こ
と

○
構
成
員
の
分
野
を
超
え
た
交
流
を
促

し
、
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

○
市
、
事
業
者
、
産
業
関
係
団
体
と
連
携

し
、
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
や
各
種

技
能
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

○
研
究
成
果
な
ど
は
積
極
的
に
発
信
し
、

多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
産
業
振

興
に
関
わ
る
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

（
共
同
研
究
や
商
品
開
発
の
ほ
か
、
小

中
学
校
で
社
会
見
学
に
工
場
見
学
を
入

れ
る
な
ど
）

　
市
民
と
は
、
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
す
る
個
人
と
、
市
内
で
活
動
す
る

法
人
、
そ
の
他
の
団
体
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
市
民
」
で
あ
り
、「
事
業
者
」

で
も
あ
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

○
産
業
の
振
興
が
地
域
を
活
性
化
し
、
地

域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
産
業
振
興
の
た
め
の
事
業
に
協
力

す
る
こ
と

○
地
産
地
消
や
地
域
産
品
の
利
用
に
協
力

す
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
】

　
商
工
労
働
課

　
☎
22
・
９
６
６
９　
℻  
22
・
９
６
９
５　

shoukou@
city.iga.lg.jp

事
業
者
の
役
割

産
業
関
係
団
体
の
役
割

教
育
機
関
の
役
割

市
民
の
役
割

◆
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
？

　
こ
の
条
例
を
産
業
振
興
の
基
本
的

な
方
針
と
し
て
、
今
後
、
条
例
に
基

づ
い
て
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
産
業
振
興
に
関
す
る
意
見
交

換
を
行
う
場
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
広
域
的
な
連
携
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
の
産
業
振
興
の
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
た
条
例
で
す
。

　
こ
の
条
例
で
は
、
地
域
産
業
の
振
興
は

そ
の
担
い
手
が
心
を
一
つ
に
し
て
協
働
し

て
進
め
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
市
の
責

務
、事
業
者
や
市
民
の
役
割
な
ど
に
加
え
、

９
つ
の
基
本
方
針
を
決
め
、
産
業
振
興
を

効
果
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
市
の
産
業
は
、
自
然
環
境
や
地
理
的
条

件
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た
農
産
物
や
伝

統
工
芸
品
を
生
み
出
し
、
近
年
は
交
通
網

の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
製
造
業
の
立
地
や

観
光
誘
客
の
進
展
に
伴
い
、
地
域
経
済
の

発
展
や
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
技
術
革
新
の
進
展
に
伴
う
産
業
構
造

の
変
化
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
な
ど
全
国

的
な
課
題
に
市
の
産
業
も
直
面
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
市
、
事
業

者
、
市
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
市
の

将
来
を
支
え
る
産
業
を
力
強
く
振
興
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
、
こ
の
条
例
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
市
民
生
活
の
安
定
と
向

上
の
た
め
に
、
地
域
で
循
環
す
る
経
済
の

構
築
、
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
と
産
業

基
盤
の
安
定
と
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
基
本
理
念
と
は
、
条
例
の
基
本
と
な
る

考
え
方
で
す
。
事
業
者
の
自
主
努
力
を
基

本
と
し
て
、
産
学
官
民
が
連
携
、
協
力
す

る
こ
と
で
産
業
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
基
本
方
針
と
は
、
基
本
理
念
を
受
け
て

行
う
事
業
の
骨
子
と
な
る
方
針
で
す
。

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
経
営
革
新

や
産
業
の
高
付
加
価
値
化
、
新
た
な
技

術
の
創
出
や
そ
の
活
用

○
地
域
の
資
源
や
特
性
な
ど
を
生
か
し
た

生
産
活
動
を
促
進
す
る
事
業
環
境
の

整
備

○
情
報
技
術
者
や
地
元
産
業
の
後
継
者
な

ど
人
材
の
確
保
と
育
成

○
産
学
官
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
の
推
進

と
そ
の
成
果
の
普
及

○
農
地
、
林
野
の
多
面
的
機
能
の
普
及
啓

発
と
農
林
業
の
振
興

○
地
域
密
着
型
商
工
業
の
定
着
と
地
域
の

商
工
業
の
魅
力
の
向
上

○
観
光
資
源
の
活
用
、
発
信
と
観
光
振
興

○
伝
統
的
な
地
場
産
業
の
振
興

○
中
小
企
業
者
な
ど
を
取
り
巻
く
情
勢
に

応
じ
た
産
業
振
興

○
積
極
的
に
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
、
基

本
理
念
や
基
本
方
針
に
よ
る
施
策
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
国
、
県
や
他
の
自
治
体
、
事
業
者
、
市

民
、
関
係
団
体
な
ど
と
も
協
働
し
な
が

ら
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

○
事
業
者
の
支
援
に
努
め
る
ほ
か
、
新
規

産
業
の
創
出
や
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り

雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
事
業
者
の
取
り
扱
う
物
品
、
工
事
、
役

務
、
農
林
産
物
な
ど
の
受
注
機
会
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

○
事
業
者
の
事
業
承
継
に
資
す
る
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

○
災
害
時
に
お
け
る
事
業
継
続
に
資
す
る

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
発
展
と
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

「
伊
賀
市
産
業
振
興
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た

基
本
理
念
と
基
本
方
針

市
の
責
務

　
９
月
30
日
、
市
の
産
業
振
興
の
基
本

を
定
め
た
「
伊
賀
市
産
業
振
興
条
例
」

を
制
定
、
施
行
し
ま
し
た
。

◆
伊
賀
市
産
業
振
興
条
例
と
は
？

◆
概　
要

◆
な
ぜ
今「
伊
賀
市
産
業
振
興
条
例
」

が
必
要
な
の
か

トピックス
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国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
ひ
き
こ
も

り
」と
は
、長
期（
６
カ
月
以
上
）に
わ
た
っ

て
社
会
参
加
（
学
校
に
通
う
、
仕
事
を
す

る
、
家
庭
外
で
友
達
と
関
わ
り
を
持
つ
な

ど
）
を
し
て
お
ら
ず
、
主
に
自
宅
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
「
状
態
」
を
あ
ら
わ
す
言
葉

で
す
。
他
者
と
交
わ
ら
な
い
形
で
外
出
を

し
て
い
る
場
合
も
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
含

ま
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
と
平
成
30
年
の
国
の
調
査
か

ら
、
市
で
は
約
７
６
０
人
が
、
ひ
き
こ
も

り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
状
態
で
暮
ら

し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
ひ
き
こ
も

り
は
決
し
て
特
殊
な
こ
と
で
は
な
く
、
自

分
自
身
や
自
分
の
身
の
回
り
の
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
は
、
一
見
「
さ

ぼ
っ
て
い
る
」
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
多
く
の
人
が
内
面
で
は

大
き
な
不
安
や
葛
藤
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
の
人
の
社
会
参
加
に
は
、
本

人
に
と
っ
て
「
安
心
・
安
全
な
環
境
」
や

「
理
解
し
て
く
れ
る
人
の
存
在
」、
周
囲
の

人
の
「
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
正
し
い

理
解
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
市
で
は
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、「
ひ

き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
伊
賀
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
ひ
き
こ
も
り

に
関
す
る
本
人
・
家
族
へ
の
相
談
支
援
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス「
ｎネ

ス

ト

ｅ
ｓ
ｔ
」の
開
設
、

相
談
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど

生
き
づ
ら
さ
を
か
か
え
た
人
に
寄
り
添
う

社
会
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
昨
年

か
ら
、
地
域
で
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
理

解
し
支
援
を
行
う
「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
養
成
を
開
始
し
、
現
在
18
人
の

サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
重
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
電
話
相
談
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
、
個

人
情
報
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
家
族
の
人
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
に
寄
り
添
う
社
会
へ

【
問
い
合
わ
せ
】

　
生
活
支
援
課

　
☎
22
・
９
６
５
０　
℻  
22
・
９
６
６
１　

shien@
city.iga.lg.jp

ひきこもりサポーター養成講座の様子（令和３年度）

◆
「
ひ
き
こ
も
り
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ずご

相
談
く
だ
さ
い

◆
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

「
ひ
き
こ
も
り
」

○
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

　
（
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
☎
 ０
９
０・
３
４
８
３・
２
５
８
４

　
℻  
21
・
８
１
２
３

　

nest@
hanzou.or.jp

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
開
設
は
毎
週

水
・
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
。）
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
開
設
時
間
を
変
更
ま
た
は

短
縮
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
三
重
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ひ
き
こ
も
り
専
門
電
話
相
談

　
毎
週
水
曜
日　
午
後
１
時
〜
４
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。

　
☎
 ０
５
９・
２
５
３・７
８
２
６

トピックス
　
救
急
医
療
体
制
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
、応
急
診
療
所
が
移
転
し
ま
す
。

　
応
急
診
療
所
は
、
入
院
や
手
術
を

要
し
な
い
比
較
的
軽
症
な
患
者
を
受

け
入
れ
る
一
次
救
急
医
療
機
関
で

す
。
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や
け

が
の
応
急
的
な
治
療
・
処
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
診
療
科
目
、
診
療
時
間
、
電
話
番

号
な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

【
移
転
日
】　
１
月
１
日（
日
・
祝
）

【
移
転
先
】

　
上
之
庄
１
７
０
０
番
地
１

　
（
岡
波
総
合
病
院
の
隣
）

※
12
月
31
日
㈯
ま
で
は
現
在
地
で
診

療
を
行
い
ま
す
。

【
診
療
科
目
】

　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

○
月
〜
土
曜
日
：
午
後
８
時
〜
11
時

○
日
曜
日
・
祝
日
：
午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
２
時
〜
５
時
・
午
後
８

時
〜
11
時

※
受
付
は
、
診
療
終
了
時
刻
の
30
分

前
ま
で
で
す
。

【
電　
話
】　
☎
 22
・
９
９
９
０

※
応
急
診
療
所
は
、
急
な
病
気
や
け

が
の
応
急
診
療
を
行
う
と
こ
ろ

で
、
点
滴
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・

血
液
検
査
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

何
日
も
前
か
ら
同
じ
症
状
が
出
て

い
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

応
急
診
療
所
が
移
転
し
ま
す

【問い合わせ】　医療福祉政策課　☎ 22-9705　℻  22-9673　 iryoufukushi@city.iga.lg.jp

岡波総合病院

P

応急診療所

名阪国道

●

●

上野 I.C

（新）応急診療所 伊
賀
鉄
道

上野東 I.C

（
現
）応
急
診
療
所

岡波総合病院

P

応急診療所

名阪国道

●

●

上野 I.C

（新）応急診療所 伊
賀
鉄
道

上野東 I.C

（
現
）応
急
診
療
所

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

物
価
高
騰
に
伴
う
家
計
へ
の
重
点
支

援
と
し
て
、
伊
賀
鉄
道
伊
賀
線
を
除

く
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関

の
通
学
定
期
券
購
入
費
を
一
部
助
成

し
ま
す
。

　
伊
賀
鉄
道
伊
賀
線
の
区
間
は
、「
伊

賀
鉄
道
通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
制

度
」
で
の
助
成
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
助
成
の
詳
細
や
申
請
時
の
注
意
点

な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
通
学
定
期

券
で
通
学
し
て
い
る
人

【
対
象
と
な
る
定
期
券
の
期
間
と
助

成
額
】

　
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
通
学
定
期
券

で
有
効
期
間
の
う
ち
令
和
４
年
12
月

１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

の
期
間
を
含
む
も
の
。
対
象
期
間
分

の
購
入
費
を
日
割
り
計
算
し
、
購
入

額
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切

捨
て
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
次
の
①
か
ら
④
の
書
類
を
す
べ
て

そ
ろ
え
、
下
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
持
参
の
場
合
は

各
支
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
申
請
書
兼
請
求
書
（
様
式
）

②
対
象
と
な
る
通
学
定
期
券
の
写
し

（
有
効
期
間
が
令
和
４
年
12
月
１

日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
含
ん
で
い
る
も

の
）

③
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

の
写
し（
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
、
公
的
機
関
の
発
行
し
た

も
の
）

④
振
込
先
の
口
座
情
報
が
わ
か
る
も

の
の
写
し
（
通
帳
な
ど
）

※
原
則
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
請
受
付
期
間
】

　
12
月
８
日
㈭
〜
３
月
６
日
㈪

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

通
学
定
期
券
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

【申請先・問い合わせ】　交通政策課　☎  22-9663　℻  22-9694　 koutsuu@city.iga.lg.jp
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天
然
成
分
を
使
用
し
た
自
分
だ
け
の
美

容
液
を
作
り
ま
す
。

【
と　
き
】

　
１
月
24
日
㈫　
午
前
10
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】

　
西
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

【
講　
師
】

　
野
口　
か
お
る
さ
ん

【
定　
員
】

　
15
人
（
市
内
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上
）

【
料　
金
】

　
１
人
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

【
申
込
期
限
】　
１
月
13
日
㈮

　
ボ
デ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ン
ド
を
使
っ

た
運
動
で
姿
勢
・
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
元
に

戻
し
て
い
き
ま
す
。

【
と　
き
】　
１
月
28
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
新
居
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

【
講　
師
】

　
高
田　
恵
美
子
さ
ん

【
定　
員
】

　
15
人
（
市
内
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上
）

【
申
込
期
限
】　
12
月
26
日
㈪

　
い
い
香
り
の
す
る
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
つ
く
り
ま
す
。

【
と　
き
】

　
２
月
４
日
㈯　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
山
田
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

【
講　
師
】

　
杉
本　
智
美
さ
ん

【
定　
員
】

　
15
人
（
中
学
生
以
上
）

【
料　
金
】

　
１
人
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

【
申
込
期
限
】　
１
月
20
日
㈮

　
隙
間
時
間
に
ち
ょ
こ
っ
と
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
美
ボ
デ
ィ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

【
と　
き
】

　
２
月
５
日
㈰　
午
前
10
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】

　
上
野
東
部
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

【
講　
師
】

　
福
岡　
和
代
さ
ん

【
定　
員
】

　
25
人
（
市
内
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上
）

【
申
込
期
限
】　
１
月
20
日
㈮

　

ビ
ー
ズ
や
押
し
花
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
（
し
お
り
）
を
作
り

ま
す
。

【
と　
き
】　
２
月
11
日（
土
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】

　
ゆ
め
ぽ
り
す
セ
ン
タ
ー

【
講　
師
】　
窪
崎　
裕
代
さ
ん

【
定　
員
】　
20
人
（
小
学
生
以
上
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

【
料　
金
】

　
１
人
５
０
０
円
（
材
料
費
）

【
申
込
期
限
】　
12
月
28
日
㈬

　
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
―
を
使
用
し

た
気
軽
に
楽
し
め
る
健
康
体
操
で
す
。

【
と　
き
】　
２
月
23
日（
木
・
祝
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
依
那
古
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

【
講　
師
】

　
岡
田　
真
由
さ
ん

【
定　
員
】

　
15
人
（
市
内
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上
）

【
申
込
期
限
】　
１
月
31
日
㈫

新
た
な
学
び
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

地
域
出
前
講
座
の
ご
案
内

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

◆
姿
勢
・
骨
盤
矯
正
ス
ト
レ
ッ
チ

◆
レ
ジ
ン
教
室

◆
お
花
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◆
健
康
体
操
体
験
教
室

◆
３
Ｂ
体
操

◆
乾
燥
肌
さ
ん
の
美
容
液
づ
く
り

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ス
メ
を
つ
く
り
ま
す
〜

【
申
込
方
法
】

　
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、生
涯
学
習
課
ま
で
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

トピックス
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
問
題
に
対

す
る
関
心
を
深
め
、
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
に
人
権
作
品
（
作

文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
）
を
募
集
し
、

総
応
募
数
１
万
４
０
１
４
点
の
中
か

ら
、
市
長
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
・
入

選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
市
長
賞
を
受
賞
し
た

皆
さ
ん
を
発
表
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
作
文

○
小
学
生
の
部

　
「
言
葉
の
壁
を
こ
え
て
」

　
上
野
東
小
学
校
６
年　
森
川　
祐
衣

○
中
学
生
の
部

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
向
き
合
っ
て
」

　
城
東
中
学
校
２
年　
谷
奥
り
あ
ら

◆
標
語

○
小
学
生
の
部

　
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　

自
分
を
出
し
て　

い
い
ん
だ
よ
」

　
大
山
田
小
学
校
６
年　
増
田　
唯
咲

○
中
学
生
の
部

「
見
つ
け
よ
う
自
分
の
色

　
認
め
よ
う
友
達
の
色
」

　
柘
植
中
学
校
１
年　
松
本　
琴
充

○
一
般
の
部

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て　
そ
の
言
葉

　
拡
散
し
た
ら　
消
せ
ま
せ
ん
」

　
山
嵜　
慶
昭
（
楯
岡
）

◆
ポ
ス
タ
ー

○
小
学
校
低
学
年
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
中
学
生
の
部

人
権
作
品
市
長
賞

【問い合わせ】　人権政策課　☎  22-9683　℻  22-9641　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

◆
力
を
合
わ
せ
て
た
す
き
を
繋
ご
う

　
３
年
ぶ
り
の
伊
賀
地
区
駅
伝
競
走

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
１
月
29
日
㈰

　
ス
タ
ー
ト
：
午
前
10
時

※
荒
天
中
止

【
コ
ー
ス
】

　
ゆ
め
が
丘
地
内
周
回
コ
ー
ス

【
部　
門
】

○
男
子
の
部

○
女
子
の
部

○
男
女
混
合
の
部

【
区　
間
】

　
５
区
間　
15
・
１
㎞

　
（
す
べ
て
の
部
共
通
）

【
チ
ー
ム
編
成
】

○
監
督
１
人

○
選
手
５
人
以
上
８
人
以
内

○
交
通
整
理
員
１
人

【
参
加
資
格
】

○
男
子
の
部
：

伊
賀
地
区
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

す
る
中
学
生
以
上
の
男
性

※
女
性
は
１
人
ま
で
登
録
可
能

○
女
子
の
部
：

伊
賀
地
区
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

す
る
中
学
生
以
上
の
女
性

○
男
女
混
合
の
部
：

伊
賀
地
区
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

す
る
中
学
生
以
上
の
男
女

※
す
べ
て
の
部
で
、
高
校
生
、
専
門

学
生
、
大
学
生
は
１
人
ま
で
５
区

で
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

※
中
学
生
は
何
人
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

【
参
加
料
】　
１
万
円

【
申
込
方
法
】　
参
加
料
を
添
え
、
参

加
申
込
書
・
永
年
出
場
者
表
彰
候
補

推
薦
書
・
チ
ー
ム
紹
介
を
す
べ
て

デ
ー
タ
（
ワ
ー
ド
ま
た
は
エ
ク
セ
ル

形
式
）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　
12
月
23
日
㈮　
午
後
５
時

【
感
染
症
対
策
】

　
大
会
当
日
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
会
当
日
に
体
温
が
37
・
５
度
を

超
え
る
場
合
や
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
記
載
の
項
目
が
該
当
す
る

場
合
、
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

伊
賀
地
区
駅
伝
競
走
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

【申込先・問い合わせ】　伊賀地区駅伝競走大会実行委員会（スポーツ振興課内）
　　　　　　　　　　　☎  22-9635　℻  22-9694　 sports@city.iga.lg.jp

城東中学校３年
赤澤　星南

中瀬小学校６年
宮﨑　優

三訪小学校３年
須田　莉彩奈

前回大会の様子
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【
と
こ
ろ
】

○
崇
広
中
学
校
区

　
崇
広
中
学
校
体
育
館

○
緑
ケ
丘
中
学
校
区

　
緑
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

○
城
東
中
学
校
区

　
城
東
中
学
校
体
育
館

○
上
野
南
中
学
校
区

　
上
野
南
中
学
校
体
育
館

○
柘
植
・
霊
峰
中
学
校
区

　
西
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

　
小
ホ
ー
ル

　
（
旧
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
）

○
島
ヶ
原
中
学
校
区

　
島
ヶ
原
温
泉
多
目
的
ホ
ー
ル

○
阿
山
中
学
校
区

　
あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー

　
さ
ん
さ
ん
ホ
ー
ル

○
大
山
田
中
学
校
区

　
ど
ん
ぐ
り
ホ
ー
ル

○
青
山
中
学
校
区

　
青
山
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
成
人
式
対
象
者
以
外
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
。

※
入
場
前
に
検
温
を
行
い
ま
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

　
11
月
22
日
現
在
、
伊
賀
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
人
に
12
月
初
旬
に
案
内

状
を
発
送
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
参
加
者

の
連
絡
先
を
把
握
す
る
た
め
、
案
内

状
に
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
）
を
記

入
の
上
、当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
伊
賀
市
出
身
の
人
で
、
現

在
、
学
校
や
就
職
な
ど
で
転
出
し
て

い
る
人
も
出
席
で
き
ま
す
が
、
案
内

状
が
届
き
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
受
付

で
本
人
（
年
齢
）
確
認
書
類
（
健
康

保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
と　
き
】　
３
月
19
日
㈰

【
対
象
者
】

　
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
と　
き
】　
５
月
４
日（
木
・
祝
）

　

成
人
式
に
関
す
る
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

成
人
式
を
行
い
ま
す

【問い合わせ】　生涯学習課　☎ 22-9679　℻  22-9692　 gakushuu@city.iga.lg.jp

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な

る
と
水
道
管
の
中
の
水
が
凍
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
損
事

故
な
ど
が
多
く
起
こ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
水
道
管

の
凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
防
寒
材
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

　
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

や
蛇
口
に
、
保
温
材
・
古
い
毛
布
・

布
き
れ
な
ど
を
巻
き
つ
け
、
そ
の
上

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い

て
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　
凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の
露

出
し
た
部
分
に
、
タ
オ
ル
な
ど
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ

る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
急
に

熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口

が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た
と
き

　
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
そ
ば
に

あ
る
止
水
栓
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

止
水
栓
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
止

め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
破
損
し
た
部

分
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
き
つ
け

て
応
急
処
置
を
し
、
市
の
水
道
指
定

工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

※
量
水
器
よ
り
内
線(

宅
内)

側
で
、

破
損
（
漏
水
）
に
よ
り
発
生
し
た

水
道
の
料
金
は
本
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

※
水
道
指
定
工
事
店
は
、「
伊
賀
市

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
時
期
に
長
期
間
留
守
に
す
る

場
合
は
、
止
水
栓
を
閉
め
る
な
ど

の
対
応
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

水
道
管
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

【問い合わせ】　水道工務課　☎ 24-0002　℻  24-0006　 suidou-koumu@city.iga.lg.jp

【
対
象
者
】

　
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
と　
き
】

　
１
月
８
日
㈰　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

トピックス
　
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
環

境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、１
３
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

選
考
会
で
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
優
秀
作
品
は
今
後
啓
発
活
動
に

活
用
し
ま
す
。
各
賞
の
受
賞
者
を
紹

介
し
ま
す
。 （
敬
称
略
）

◆
市
長
賞

◆
教
育
長
賞

　
大
山
田
中
学
校
３
年

　
山
下　
ひ
よ
り

　
青
山
小
学
校
６
年

　
酒
井　
涼
太
郎

◆
環
境
保
全
市
民
会
議
賞

　
青
山
中
学
校
３
年　
酒
井　
彩
花

　
上
野
東
小
学
校
５
年　
幸
田　
優
祐

◆
優
秀
賞

　
城
東
中
学
校
３
年　
岡
本　
真
和

　
城
東
中
学
校
２
年　
葛
原　
萌
衣

　
城
東
中
学
校
２
年　
滝
谷　
咲
彩

　
上
野
西
小
学
校
６
年　
西
口　
葉
音

　
三
訪
小
学
校
４
年　
田
畑　
夏
花

　
友
生
小
学
校
２
年　
藤
岡　
葵

※
入
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

環
境
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

【問い合わせ】　生活環境課　☎ 22-9624　℻  22-9641　 kankyou@city.iga.lg.jp

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
家
具
・
寝
具
類
・
自
転
車
・
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
・
家
電
製
品
な
ど
の
粗

大
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

　
収
集
に
は
１
点
に
つ
き
２
０
０
円

分
の
粗
大
ご
み
処
理
券
が
必
要
で
、

１
回
の
申
し
込
み
で
５
点
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、「
エ

ア
コ
ン
」「
テ
レ
ビ
」「
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
」「
洗
濯
機・衣
類
乾
燥
機
」

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。（
青
山
支

所
管
内
を
除
く
。）

【
利
用
方
法
】

①
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
に
電
話

②
粗
大
ご
み
処
理
券
取
扱
店
で
粗
大

　
ご
み
処
理
券
を
購
入

※
粗
大
ご
み
処
理
券
取
扱
店
は
「
資

　

源
・
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

　
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ご
み
処
理
券
の
払
い
戻
し
は

　
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
申
し
込
み
を

　
し
て
か
ら
必
要
な
枚
数
を
購
入
し

　
て
く
だ
さ
い
。

③
粗
大
ご
み
に
粗
大
ご
み
処
理
券
を

　
貼
り
、
予
約
し
た
収
集
日
の
午
前

　
９
時
（
青
山
支
所
管
内
は
午
前
８

　
時
30
分
）
ま
で
に
、
申
し
込
み
時

　
に
指
定
し
た
場
所
に
出
す
。

※
当
日
の
立
ち
会
い
は
不
要
で
す
。

※
申
し
込
ん
だ
粗
大
ご
み
以
外
は

　
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
受
付
時
間
】

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）を
除
く
。

【
申
込
先
】

《
上
野
・
伊
賀
・
島
ヶ
原
・
阿
山
・

大
山
田
支
所
管
内
》

　
伊
賀
北
部
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

　
☎
20
・
１
２
５
５

《
青
山
支
所
管
内
》

　
伊
賀
南
部
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

　
☎
64
・
８
７
０
０

粗
大
ご
み
戸
別
収
集
事
業
（
有
料
）

【問い合わせ】　○廃棄物対策課　☎  20-1050　℻  20-2575　 haikibutsu@city.iga.lg.jp
○（青山支所管内）伊賀南部環境衛生組合　☎  53-1120　℻  53-1125　 eisei-gyoumu@city.nabari.lg.jp

城東中学校３年　増井　渚那西柘植小学校２年　山本　実希
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伊賀市の予算執行状況
令和４年度上半期

（９月 30日現在）

区　分 予算現額 収入済額 収入率
市民税 52億7,984万円 26億1,668万円 49.6%

固定資産税 78億1,104万円 53億5,796万円 68.6%
都市計画税 0 0 0.0%
特別土地
保有税 0 0 0.0%

軽自動車税 3億5,857万円 3億4,828万円 97.1%
市たばこ税 6億3,426万円 2億9,576万円 46.6%

鉱産税 5万円 2万円 40.0%
入湯税 2,345万円 1,516万円 64.6%
合　計 141億 721万円 86億3,386万円 61.2%

■市税の状況

会計名 現在高
一般会計 490億4,815万円
特別会計 144万円

公営企業会計 250億2,008万円
合　計 740億6,967万円

■市債・企業債残高

■一時借入金はありません。

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

特別会計

国民健康保険事業 92億9,660万円 32億8,551万円 35.3% 34億5,502万円 37.2%
住宅新築資金等貸付 3,173万円 742万円 23.4% 2,946万円 92.8%

駐車場事業 4,149万円 2,075万円 50.0% 1,499万円 36.1%
介護保険事業 104億6,578万円 47億 566万円 45.0% 41億5,433万円 39.7%

サービスエリア 2,819万円 435万円 15.4% 2,189万円 77.7%
後期高齢者医療 13億2,591万円 4億1,321万円 31.2% 4億4,980万円 33.9%

財産区
島ヶ原財産区 2,973万円 1,453万円 48.9% 476万円 16.0%
大山田財産区 1,254万円 1,340万円 106.8% 46万円 3.7%

合計 212億3,197万円 84億6,483万円 39.9% 81億3,071万円 38.3%

■特別会計の執行状況

　市の財政状況を皆さんに知っていただくため、令和
４年度上半期（４～９月）の伊賀市の予算執行状況を
報告します。（９月 30日現在）
　昨年度に引き続き、健全な財政運営に取り組みます。
※表示単位未満を四捨五入していますので、予算書の
金額（千円単位）と一致していない場合があります。

区　分 予算現額 収入済額 収入率
市税 141億 721万円 86億3,386万円 61.2%

分担金及び
負担金 3億7,712万円 7,029万円 18.6%

使用料及び
手数料 4億9,481万円 2億6,349万円 53.3%

繰入金 11億4,072万円 0 0.0%
繰越金 20億 323万円 20億 323万円 100.0%
諸収入 5億9,218万円 1億6,652万円 28.1%

財産収入 8,884万円 4,276万円 48.1%
寄附金 8億 80万円 1億1,347万円 14.2%

地方譲与税 6億2,442万円 1億8,224万円 29.2%
地方消費税

交付金 22億8,089万円 12億6,127万円 55.3%

地方交付税 102億6,779万円 67億5,721万円 65.8%
国庫支出金 75億 553万円 12億4,376万円 16.6%
県支出金 34億7,814万円 4億2,843万円 12.3%

市債 36億2,945万円 0 0.0%
その他の
交付金 6億4,824万円 3億6,938万円 57.0%

合　計 480億3,937万円 215億3,591万円 44.8%

■一般会計の執行状況
【歳　入】

区　分 予算現額 支出済額 執行率
議会費 2億7,829万円 1億4,926万円 53.6%
総務費 84億3,869万円 21億5,305万円 25.5%
民生費 158億2,211万円 52億8,947万円 33.4%
衛生費 49億6,538万円 15億3,505万円 30.9%
労働費 6,131万円 4,914万円 80.1%

農林業費 25億6,669万円 8億5,458万円 33.3%
商工費 12億7,365万円 3億5,940万円 28.2%
土木費 29億7,737万円 10億 158万円 33.6%
消防費 19億2,250万円 7億5,648万円 39.3%
教育費 35億9,363万円 13億4,869万円 37.5%

災害復旧費 3億5,960万円 4,788万円 13.3%
公債費 57億5,015万円 28億7,215万円 49.9%
予備費 3,000万円 0 0.0%
合　計 480億3,937万円 164億1,673万円 34.2%

【歳　出】

【問い合わせ】　財政課
　☎ 22-9608　℻   24-2440
　 zaisei@city.iga.lg.jp

　

香
害
と
は
、
合
成
洗
剤
、
柔
軟

剤
、
芳
香
剤
な
ど
、
身
近
に
あ
る
人

工
的
な
香
り
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害

が
生
じ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の

香
害
が
原
因
で
、
化
学
物
質
過
敏
症

が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
仕
組
み
）

は
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
も
の
の
、
一
度
、
あ
る
程
度
の
量

の
化
学
物
質
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
そ

れ
以
降
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
化
学

物
質
に
も
過
敏
に
反
応
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
症
例
が
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
◆
主
な
症
状

　
頭
痛
、
動ど

う
悸き

、
吐
き
気
、
全
身
倦け

ん

怠た
い

感
、
ぜ
ん
そ
く
、
皮
膚
炎
な
ど
、

人
に
よ
っ
て
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
現
れ
ま
す
。

◆
原
因
物
質

　

合
成
洗
剤
、
柔
軟
剤
、
消
臭
剤
、

香
水
、
整
髪
料
、
化
粧
品
、
芳
香
剤
、

防
虫
剤
、
塗
料
な
ど
、
日
常
生
活
の

中
で
身
近
に
あ
る
も
の
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
あ
ま
り
多
く
の
人
に
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
周
り
か

ら
理
解
さ
れ
に
く
く
、
公
共
施
設
、

学
校
、
職
場
、
店
舗
や
、
隣
家
か
ら

の
洗
濯
物
の
に
お
い
な
ど
で
、
心
身

と
も
に
深
刻
な
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
柔
軟
剤
や

整
髪
料
な
ど
の
人
工
的
な
香
り
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が

原
因
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
周

り
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
化
学

物
質
過
敏
症
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
を
ご
存
じ
で
す
か

【問い合わせ】　○障がい福祉課　☎ 22-9657　℻  22-9662　 shougai@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○健康推進課　☎ 22-9653　℻  22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

　
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所

得
税
と
住
民
税
の
申
告
の
際
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

○
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
に
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
順
次

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
今
年

初
め
て
納
付
し
た
人
に
は
令
和
５

年
２
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
予
定
で
す
。

　
な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
宛
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

上
、
確
定
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
照
会

は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
 ０
５
７
０・
０
０
３・
０
０
４
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書

【問い合わせ】　○保険年金課　☎ 22-9659　℻  26-0151　 hoken@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○津年金事務所　国民年金課　☎ 059-228-9112

原因となる物質（例）
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中
田
千
鹿
子

【
比
自
岐
】 

中
井
裕
美　

【
摺
見
・
岡
波
】 

中
井
恵
美
子

【
上
神
戸
】 

藤
森
美
貴
子

【
下
神
戸
・
枅
川
】 

福
嶋
祐
之　

【
上
林
・
古
郡
】 

福
炭
郁
子　

【
比　

土
】 

中
岡
眞
由
美

【
朝
日
ケ
丘
町
】 

稲
濱
建
夫　

【
き
じ
が
台
西
】 

佐
伯
京
子　

【
き
じ
が
台
東
】 

坪
野
芳
美　

▼
伊
　
賀

【
岡　

鼻
】 

岡
山
章
代　

【
小　

林
】 

中
原
聖
文　

【
上　

町
】 

山
尾
充
志　

【
下　

町
】 

岡
島
榮
一　

【
倉　

部
】 

菊
地
邦
夫　

【
山　

出
】 

内
田
み
つ
代

【
前　

川
】 

小
栗
一
美　

【
野　

村
】　 

西
井
達
子　

【
中
柘
植
】 

中
村
昭
凡　

【
上　

村
】 

山
岡
詩
津
香

【
小　

杉
】 

松
山
宗
達　

【
柘
植
青
葉
台
】 

中
西
早
苗　

【
愛　

田
】 

杉
岡
寛
子　

【
南　

出
】 

谷
本
知
佐
子

【
中　

出
】 

奥
澤
玲
子　

【
上
市
場
】 

南
出
康
子　

【
物　

堂
】 

服
部
雄
幸　

【
楯　

岡
】 

大
井
満
寿
子

【
新　

堂
】 

堀
江
京
子　

【
御　

代
】 

川
嵜
豊　
　

【
柏　

野
】 

和
田
文
子　

【
西
之
澤
】 

仲
善
己　
　

【
川　

西
】 

福
永
重
子　

【
川　

東
】 

界
外
敬
子　

【
山　

畑
】 

米
野
滋
基　

【
春
日
丘
】 

細
野
惠　
　

【
希
望
ヶ
丘
西
】 

清
水
貞
喜　

【
希
望
ヶ
丘
東
】 

矢
原
隼　
　

【
川
西
青
葉
台
】 

藤
井
幸
子　

▼
島
ヶ
原

【
大　

道
】 

山
本
典
恵　

【
奥　

村
】 

西
永
一
代　

【
中　

村
】 

三
山
妙
子　

【
町
】 

藪
中
稔
也　

 

山
出
直
子　

【
山
　
菅
】 

山
秀
成　
　

【
川　

南
】 

南
出
藤
作　

 

秦
裕
子　
　

【
中　

矢
】 

坂
本
忍　
　

【
不
見
上
】 

岡
本
俊
代　

▼
阿
　
山

【
石　

川
】 

堀
川
き
よ
み

【
千　

貝
】 

稲
森
か
よ　

【
馬　

田
】 

山
本
啓
子　

【
田　

中
】 

藤
森
豊
子　

【
馬　

場
】 

田
矢
文
子　

【
川　

合
】 

山
崎
英
樹　

【
円
徳
院
】 

藤
村
泰
子　

【
大　

江
】 

篠
原
達
子　

【
波
敷
野
】 

大
西
朝
美　

【
阿
山
ハ
イ
ツ
】 

園
田
美
帆
子

【
東
山
タ
ウ
ン
】 

本
田
基
久　

【
上
友
田
】 

川
瀬
靜
子　

【
東
湯
舟
】 

伊
室
春
利　

【
西
湯
舟
】 

菊
森
昌
子　

【
中
友
田
】 

中
出
祐
二　

【
下
友
田
】 

松
本
道
代　

【
湯　

舟
】 

小
倉
千
代　

【
城　

出
】 

大
森
た
か
子

【
川　

上
】 

川
森
文
子　

【
里　

出
】 

髙
森
眞
奈
美

【
鈴　

鹿
】 

木
津
惠
美
子

【
中
之
村
】 

小
島
睦
子　

【
界　

外
】 

藤
田
一
美　

【
山
生
田
】 

藤
澤
信
子　

【
内　

保
】 

伊
藤
公
一　

【
槇
山
川
北
】 

中
島
糸
代　

【
槇
山
川
南
】 

遊
免
敏
正　

【
槇
山
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
】 

永
井
武
男　

【
丸
柱
北
】 

小
林
靖　
　

【
丸
柱
南
】 

山
本
い
ず
み

【
音　

羽
】 

林
﨑
淸　
　

▼
大
山
田

【
千　

戸
】 

奥
学　
　
　

【
真　

泥
】 

上
田
美
智
代

【
畑
　
村
】 

浦
堀
美
智
子

【
炊　

村
】 

中
章
子　
　

【
甲　

野
】 

川
口
春
美　

【
虹
ヶ
丘
】 

宮
田
み
ち
子

【
鳳
凰
寺
】 

山
本
和
子　

【
中　

村
】 

井
上
美
紀
子

【
出　

後
】 

堀
川
明
美　

【
富　

岡
】 

岡
島
誠　
　

【
中　

島
】 

中
川
雅
好　

【
平　

田
】 

和
田
正
昭　

【
大　

澤
】 

辻
分
由
香　

 

板
倉
梨
恵　

【
川　

北
】 

福
平
悟　
　

【
広　

瀬
】 

辻
克
治　
　

【
奥
馬
野
】 

石
田
嘉
代
子

【
中
馬
野
】 

福
岡
久
美
子

【
坂　

下
】 

番
條
ま
り
子

【
上
阿
波
】 

永
岡
久
美
子

【
子　

延
】 

西
田
よ
し
子

【
平　

松
】 

二
谷
幸
夫　

【
猿　

野
】 

山
本
美
紀　

【
富　

永
】 

前
川
憲
司　

【
須　

原
】 

惠
村
悟　
　

【
下
阿
波
】 

山
森
と
よ
子

▼
青
　
山

【
阿
保
（
東
部
）】 

今
井
テ
ル　

　
　

森
川
礼
子　
　

辻
富
紀

【
阿
保
（
西
部
）】 

柴
田
明
美　

　
　

垣
本
和
代　
　

澤
野
美
代

【
別　

府
】 

福
森
久
美　

【
寺　

脇
】 

今
奥
夏
代　

【
岡　

田
】 

竹
岡
静
代　

【
柏　

尾
】 

藤
本
昌
子　

【
羽　

根
】 

安
本
君
子　

【
奥
鹿
野
】 

廣
﨑
玉
代　

【
川　

上
】 

高
田
眞
弓　

【
弥　

生
】 

福
山
ひ
ろ
み

【
桐
ケ
丘
一
丁
目
】 

安
藤
具
子　

【
桐
ケ
丘
二
丁
目
】 

金
谷
愛
子　

【
桐
ケ
丘
三
丁
目
】 

佐
藤
明
美　

【
桐
ケ
丘
四
丁
目
】 ※
選
考
中　
　

【
桐
ケ
丘
五
丁
目
】 

川
本
猛　
　

【
桐
ケ
丘
六
丁
目
】 

大
野
聖
子　

【
桐
ケ
丘
七
丁
目
】 

真
島
信
子　

【
桐
ケ
丘
八
丁
目
】 ※
選
考
中　
　

【
伊
勢
路
】 

松
葉
佐
穂　

【
下
川
原
】 

東
山
和
子　

【
北　

山
】 

内
保
佐
保　

【
勝　

地
】 

山
内
葉
子　

【
妙
楽
地
】 

川
本
博
子　

【
瀧
】 

永
井
茂
美　

【
種　

生
】 

川
合
和
子　

【
老　

川
】 

宮
脇
由
美
子

【
下
高
尾
】 

※
選
考
中　
　

【
上
高
尾
】 

甲
野
智
恵
美

【
霧　

生
】 

岩
嵜
朱
美　

 

奥
井
美
紀　

【
腰　

山
】 

西
知
榮
子　

【
諸
木
・
福
川
】 

岩
谷
幸
男　

〈
主
任
児
童
委
員
〉

▼
上
　
野

◎
上
野
東
部 
田
中
伸
一　

 

矢
口
キ
ヌ
代

◎
上
野
西
部 

出
口
聖
子　

 

瀧
山
陽
子　

◎
上
野
南
部 

前
川
加
世
子

 

米
田
美
紀
子

◎
久　

米 

今
髙
英
里
子

 

荒
井
惠
美
子

◎
城　

西 

稲
岡
良
子　

　
　

井
上
令
子　
　

吹
上
純
子

◎
し
ら
さ
ぎ 

宮
田
茂
一　

　
　

冨
岡
憲
子　
　

辻
本
ま
ゆ
み

◎
上
野
北
部 

森
川
育
子　

 

東
構
昌
子　

◎
成　

和 

下
井
二
三　

 

山
下
道
代　

◎
丸　

山 

髙
橋
良
忠　

 

吉
澤
仁
美　

▼
伊
　
賀 

南
出
教
子　

　
　

田
邊
正
子　
　

中
森
良
子

▼
島
ヶ
原 

南
野
ま
ゆ
み

 

梶
川
正
博　

▼
阿
　
山 

山
本
節
子　

　
　

稲
葉
奈
留
美　

城
か
お
る　

▼
大
山
田 

福
森
は
る
み

 

米
野
雅
子　

▼
青
　
山 

澤
田
摩
知
子

 

坂
本
里
子　

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

▼
上
　
野

◎
上
野
東
部

【
上
野
車
坂
町
】 

松
山
ふ
じ
子

　
　

西
口
保
次　
　

小
林
智
子

【
上
野
田
端
町
】　　

東
孝
夫

 

福
井
敬
子　

【
上
野
伊
予
町
】　　

横
尾
芳
郎

【
上
野
寺
町
】 

岡
田
充
恵　

【
上
野
玄
蕃
町
】　

※
選
考
中

【
上
野
赤
坂
町
】 

今
西
政
夫　

【
上
野
農
人
町
】 

服
部
和
功　

 

早
瀬
福
子　

【
北
平
野
】 

伊
藤
茂　
　

【
城　

北
】 

末
松
津
屋
子

【
服
部
団
地
・
服
部
１
丁
目
〜
３
丁
目
】

 

辻
井
眞
理
子

【
緑
ケ
丘
東
町
】 

堀
川
郁
子　

 

石
川
順
子　

【
緑
ケ
丘
中
町
】 

平
井
つ
ゆ
子

 

中
森
美
子　

【
緑
ケ
丘
本
町
】 

中
森
富
美
子

　
　

上
田
幸
伴　
　

川
口
政
子

【
緑
ケ
丘
西
町
】 

東
好
子　
　

 

西
岡
治
三　

【
緑
ケ
丘
南
町
】 

髙
島
眞
哉　

　
　

中
林
洋
子　
　

天
野
理
江

　
　

近
藤
峰
子　
　

番
條
恵
子

◎
上
野
西
部

【
上
野
新
町
・
上
野
鍛
冶
町
・
上
野
片
原
町
】

 
中
村
晶
宣　

【
上
野
西
大
手
町
】 
松
田
柄
子　

 

井
岡
圭
志　

【
上
野
向
島
町
・
上
野
幸
坂
町
】

 

※
選
考
中　
　

【
上
野
東
丸
之
内
】 

治
部
光
男　

 

藤
本
正　
　

【
上
野
西
丸
之
内
】 

北
岡
憲
次　

 

渡
邊
由
紀
子

【
上
野
東
町
・
上
野
中
町
・
上
野

西
町
・
上
野
小
玉
町
】 

※
選
考
中

【
上
野
魚
町
・
上
野
相
生
町
・
上
野
紺
屋

町
・
上
野
三
之
西
町
】 

森
智
子　
　

【
上
野
福
居
町
・
上
野
徳
居
町
】

 

廣
瀨
操　
　

◎
上
野
南
部

【
上
野
茅
町
】 

馬
場
真
里　

【
上
野
池
町
】 

※
選
考
中　
　

【
上
野
恵
美
須
町
】 

岩
木
恵
子　

 

【
上
野
桑
町
】

　
　

長
愛
廣
康　
　

清
原
安
史

　
　

前
沢
和
子　
　

小
田
𠮷
昭

【
上
野
東
日
南
町
・
上
野
西
日
南
町
】

 

切
澤
よ
り
子

【
上
野
愛
宕
町
】 

岸
田
諭　
　

　
　

浅
井
佐
代
子　

前
川
有　

【
上
野
鉄
砲
町
】 

飯
澤
久
一　

【
上
野
万
町
】 

竹
内
聡
子　

【
上
野
東
忍
町
】 

百
治
八
重
子

【
上
野
西
忍
町
】 

布
生
惠
美　

 

北
澤
重
信　

◎
久　

米

【
木
興
町
】 

山
口
弘
子　

 

辻
優
子　
　

【
久
米
町
・
守
田
町
】 

岸
田
泰
治　

【
陽
光
台
】 

極
並
吉
次　

【
四
十
九
町
・
問
屋
町
】

 

川
出
将
規　

【
四
十
九
町
】 

森
中
良
弘　

 

小
川
富
子　

【
八
幡
町
】

　
　

山
岡
弘
晃　
　

松
尾
明
彦

　
　

上
田
四
郎　
　

松
岡
昭
和

　
　

野
田
耕
一　
　

越
村
幸
美

　
　

荒
井
悦
子　
　

西
岡
昭
弘

◎
城　

西

【
小
田
町
】 
北
出
成
美　

　
　

藤
岡
保　
　
　

青
山
清
満

　
　

秋
永
啓
子　
　

松
井
真
由
美

【
長　

田
】 

百
上
宜
明　

 

※
2
人
選
考
中

【
東
高
倉
】 

華
石
悦
子　

　
　

瀧
口
い
ず
み　

橋
本
正
之　

【
西
高
倉
】 

川
口
純
子　

 

今
岡
勝　
　

【
西　

山
】 

森
香　
　
　

【
岩　

倉
】 

猪
岡
節
夫　

 

谷
口
由
貴
美

◎
し
ら
さ
ぎ

【
西
明
寺
】 

北
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　民生委員・児童委員と主任
児童委員は、地域の身近な相
談役です。皆さんが生活上の
悩みを抱えているとき、問題
解決に向けて支援をします。
　12月１日から新しく就任
する委員を紹介します。
（11月４日現在）

【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎26-3940　℻   22-9673
　 iryoufukushi@city.iga.lg.jp

新任のお知らせ

民生委員・児童委員
主任児童委員

トピックス
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

　伊賀鉄道㈱は、輸送の安全確保に対する積極的な取
組みにより、中部運輸局運輸関係優良事業者等表彰を
受賞しました。お客様の安全を第一とした日頃のたゆ
まぬ運行管理と、鉄道施設の確実な保守により達成し
た長期間の無事故運転が功績として認められたもので
す。これからも、利用者の皆さんの安全・安心につな
がる取り組みを続けていきますので、伊賀鉄道伊賀線
をどうぞご利用ください。

【問い合わせ】
○伊賀鉄道㈱　☎  21-0863
○交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより
優良事業者等表彰を受賞

甲賀市甲賀市

　信楽高原鐵
てつ
道では、毎年恒例の干

え
支
と
切符を販売

しています。この切符は、信楽～貴生川間の大人
１人、小人１人の往復乗車券となっています。また、
幸せを運ぶ信楽焼の干支の置物も付いてきます。
　縁起のいい切符を手に、ぜひ信楽にお越しくだ
さい。

【販売数】　先着 500枚
【料　金】　1,420 円（税込）
【切符有効期限】　令和５年 12月 31日
【販売方法】　信楽高原鐵道「信楽駅」または電話、
ファックスで注文

【問い合わせ】　信楽高原鐵道株式会社
　☎  0748-82-4366　℻   0748-82-3323

縁起のいい切符で信楽へ

亀山市亀山市
亀山市歴史博物館 第 39 回企画展

「通い徳利のひとりごと」を開催中！
　亀山市に
は、かつて多
くの醸造場が
あり、醤

しょう

油や
酒が造られて
いました。企
画展では、市内で使われていた「通い徳利（量り
売りの際に貸し出されていた容器）」や酒樽など
館蔵品などを通じて、その歴史をひもときます。

【と　き】　12月 11日㈰まで
【ところ】　亀山市歴史博物館企画展示室
　　　　　（亀山市若山町 7-30）

【開館時間】　午前９時～午後５時
　　　　　　（入館は午後４時 30分まで）
　　　　　　※毎週火曜日休館

【展示観覧料】　無料
【アクセス】　JR 亀山駅から徒歩約 20 分、名阪
国道「亀山 IC」から車で約 10分

【問い合わせ】　亀山市歴史博物館
　☎ 0595-83-3000

　年末年始は、金融機関やコンビニエンスストアを
狙った強盗や、車上ねらいなどの犯罪が多く発生する
傾向にあります。
　犯罪被害を未然に防ぐために、日頃から防犯意識を
強く持ち、次のことに注意しましょう。
○車から離れるときは必ず施錠する
○車内にかばんなどを放置しない
○多額の現金を持ち歩かない
　また、年末年始は慌ただしく、帰省する車や初詣客
の車などで普段よりも交通量が増えるため、交通事故
が多発する時期です。
　運転者は、横断歩道は歩行者が優先であることを認
識しましょう。また歩行者は、横断歩道を渡る時は運
転者と目を合わせたり手を挙げるなどして、自分の存
在を知らせて安全を確保しましょう。

【問い合わせ】　○伊賀警察署　☎ 21-0110
　　　　　　　○名張警察署　☎ 62-0110

年末年始の犯罪・交通事故に注意！

伊賀警察署だより 伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース
伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

　伊賀・山城南・東大和定住自立圏では、「共生
ビジョン」に基づき４市町村で連携して事業に取
り組んでいます。取り組みを進めるにあたっては、
圏域住民などで構成する「伊賀・山城南・東大和
定住自立圏共生ビジョン懇談会（以下、ビジョン
懇談会）」での関係者の意見を幅広く反映するこ
ととしています。さらには、首長などで構成する
「伊賀・山城南・東大和定住自立圏推進協議会（以
下、推進協議会）」で、それぞれの取り組み成果
の把握・検証を行うなど、PDCAサイクル＊を構
築し、次の施策や事業へ繋げることとしています。
　今年度は、８月 19日㈮にビジョン懇談会、８
月 26日㈮に推進協議会を開催し、昨年度の取り
組み実績、今年度以降の事業計画について協議し
ました。
＊ P

プラン
lan（計画）→ D

ドゥ
o（実行）→ C

チ ェ ッ ク
heck（評価）

→ A
アクション
ction（改善）の 4段階を繰り返して、継

続的に業務を改善する方法

　「共生ビジョン」は、今年度より第２期の計画がス
タートしています。第１期では、救急・健康相談ダイ
ヤル 24を圏域全体に拡大、伊賀市斎苑の圏域町村住
民の使用料金均一化や、新型コロナウイルス感染症に
対する取り組みとして、圏域証の発行などさまざまな
面で４市町村が連携して、圏域住民が安心して暮らせ
る圏域づくりに取り組みました。
　第２期においても、圏域のさらなる絆を深め、共生
ビジョンに掲げる、「圏域でつながり、暮らしの安心
を支える」、「活発な交流により、賑わい創出する」の
２つの視点により取り組みを推進します。
　なお、各年度の具体的な取り組み状況に
は、市ホームページをご覧ください。

第２期共生ビジョン

　当圏域のさらなる絆を深めるため、圏域を PRする
ロゴマークを作成しました。ロゴマークは、圏域を構
成する市町村の位置や形をイラストで示し、生活圏を
共有する圏域の一体感をイメージしています。
　さまざまな場面でロゴマークを
活用することで、圏域の一体感を
養い、エリアプライド（圏域の誇
り・自尊心）の醸成をめざします。

　伊賀市をメイン会場（ハイトピア伊賀）に、南山城
村にサブ会場（やまなみホール）を設置し、オンライン
配信で講座を実施し、圏域全体から参加がありました。

　４市町村の定住自立圏担当
者による圏域の取り組み紹介
動画（「特集　伊賀城和定住
自立圏の取り組み」）を制作
し、ケーブルテレ

ビ、伊賀市公式Y
ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeで放映しました。

　動画はこちらからご覧いただけます。

◆ロゴマークの作成

◆「カンジョウナワ行事のヒミツ」講座の開催

◆圏域の取り組み紹介動画の放送

昨年度の主な取り組み

　圏域のロゴマークは皆さんにご利用いただけます。
使用する場合は、申請書を提出し、承認を受ける必要
があります。また、推進協議会の後援なども申請でき
ますので、イベント開催などの際はぜひご
検討ください。なお、申請方法など詳しく
は市ホームページをご覧ください。

ロゴマークと後援名義などの使用について

推進協議会の様子
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１月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

１歳６カ月児健診
10 日㈫

13：00～ 14：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

31日㈫

３歳児健診
（３歳６カ月児） 12 日㈭ 13：00～ 14：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

11 日㈬

9：30～ 11：30

青山子育て支援センター 育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。

【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 地域包括支援センター
 東部サテライト　☎ 45-1016 
 南部サテライト　☎ 52-2715 

13 日㈮ 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

16日㈪ いがまち保健福祉センター

27日㈮ 10：00～ 11：30
13：30～ 15：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

●子育て包括支援センター　☎ 22-9665　開放日：月～金曜日、第 3 土曜日　9：00 ～ 17：00　第 4 日曜日　9：00 ～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ７日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

すくすく Baby ７～ 11カ月 18日㈬ 14：30～ 赤ちゃん体操（定員 10組）※予約受付：1/11 ㈬　9：00～

キラキラぷち① 2021年４～９月生まれ 19 日㈭ 10：00～ からだ育て体操（定員 10組）※予約受付：1/12 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ２～６カ月 20日㈮ 14：30～ 音楽会（定員 10組）※予約受付：1/13 ㈮　9：00～

キラキラぷち② 2021年 10～
2022年１月生まれ 24日㈫ 10：00～ からだ育て体操（定員 10組）※予約受付：1/17 ㈫　9：00～

公開講座 未就学児 29日㈰ 11：00～ キッズシアター（定員 80人）場所：ハイトピア伊賀５階
※予約受付：1/13 ㈮　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎ 45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 13日㈮・20日㈮・
27日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

※ 6日㈮はありません。

おはなしひろば“わくわく” 未就学児と
保護者 19日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：1/4 ㈬　9：00～

赤ちゃんひろばミルキィ 2022.1.1 以降
満３カ月以上 24日㈫ 10：30～ 離乳食講座（定員 15組）※予約受付：1/4 ㈬　9：00～

おたんじょう会 １月生まれの
未就学児 30日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：1/16 ㈪　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎ 43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児
（満１歳～） 13日㈮ 10：00～ ふれあい遊び（定員 12組）※予約受付：12/23 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 17日㈫ 10：00～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：1/5 ㈭　9：00～

●島ヶ原子育て支援センター　☎ 59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

わくわくひろば 子育て中のみなさん
（就学前親子） 31日㈫ 10：00～ がっつり動くエクササイズ（定員 10組）

※託児先着７組　※予約受付 1/24 ㈫　9：00～

きらきらぷち
　子育て包括支援センター「きらきらぷち①」では、2021年４月から
９月生まれの子どもを対象に、からだ育て体操などを行っています。
　この日は、親子で音楽に合わせて踊ったり走ったりして体を動かした
後、壁などに飾られたきのこや栗などの秋の食べ物の飾りを探して集め
ました。子どもたちは、部屋に置かれたトンネルや階段などを乗り越え
ながら元気に遊んでいました。最後にはひもに吊るされたメダルを一人
ひとりが選び、首にかけてもらうと嬉しそうな様子でした。

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎ 22-9665　　開放日：第 2 日曜日　9：00 ～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就園児 ８日㈰ 10：00～ 凧

たこ

を作って凧あげをしようの術

●青山子育て支援センター　☎ 53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00
おはなし会 未就学児 11日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
０～１歳児 12日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 19日㈭

●大山田子育て支援センター　☎ 47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 11日㈬ 10：00～ おしょうがつあそび（定員 10組）※予約受付：1/5 ㈭　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 20日㈮ 10：00～ 読み聞かせ・カレンダー作り（定員 10組）※予約受付：1/13 ㈮　9：00～

のびっこひろば 未就学児 23日㈪ 10：00～ 親子で遊ぼう ( 定員 10組 )※予約受付：1/16 ㈪　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kosodate@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎ 21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00 ～ 17：00
さあ始めよう離乳食教室 ４～５カ月の親子 11日㈬ 14：00～ 定員５人　※予約制　離乳食の始め方
離乳食お悩み相談室 6カ月以上の親子 18日㈬ 10：00～ 定員３人　※予約制　離乳食を開始している人
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定 30日㈪ 13：30～ 13：30～ 15：00の間の都合のつく時間にお越しください。

●曙保育園「すくすくらんど」　☎ 21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00 ～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 11日㈬・18日㈬・
25日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 16日㈪・23日㈪・
30日㈪ 10：00～ お正月あそび
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まま ちち かか どど 通通 信信

お正月のお餅
ご予約　承ります。

餅
※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　10月 22日㈯、伊賀鉄道上野市車庫で「いがてつマルシェ」
が開催されました。
　地元の新鮮野菜、伊賀の銘酒、キッチンカーの出店やアクセ
サリーなどのワークショップ、運転士気分が満喫できる運転シ
ミュレーション体験や伊賀鉄道グッズの販売など、会場は大人
から子どもまで多くの鉄道ファンで賑わいました。

いがてつマルシェ

親子で歩こう！秋の城下町 2022
　10月 22日㈯、「親子で歩こう！秋の城下町 2022」を行い
ました。この日は上野天神祭が開催される中、親子で城下町を
歩きながら鬼行列やだんじりについて学習しました。
　上野相生町では鬼行列の鬼について説明を聞いた後、上野新
町ではだんじりの体験乗車などを行いました。参加した親子
は、説明を聞きながら配付されたクイズ用紙に答えを書き込む
など、協力しながら学びを深めている様子でした。

１

１

２

２

３

３

２

２

４

４

１・２．鬼行列の待
機中の鬼を間近で見
学しました。
３．だんじりについ
ての説明を真剣な様
子で聞く参加者
４．普段は乗ること
ができないだんじり
に体験乗車しました。

１．家族連れなど多くの
人で賑わいました。
２．大人気の運転シミュ
レーション体験の様子
３・４．地域の名産品や
鉄道グッズが販売されま
した。

【フォトレポート】

上野天神祭
鬼行列・だんじり巡行
　10 月 21 日㈮～ 23 日㈰、３年ぶりの通常巡行で
「上野天神祭のダンジリ行事」が行われました。
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

　戦没者の遺族に対し額面 25 万円、
５年償還の記名国債が支給されます。
請求は、医療福祉政策課と各支所で随
時受け付けています。請求期限を過ぎ
ると、弔慰金を受ける権利がなくなり
ますので、お早めにご請求ください。
詳しくは下記まで。
※令和２年４月１日時点で　公務扶助
料や遺族年金などの受給者（戦没者
の妻や父母など）がいない場合に限
ります。

【請求期限】
　３月 31日㈮

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

第 11 回特別弔慰金の
請求はお済みですか

子育て・教育
【と　き】　１月 18 日㈬
　午後１時 30分～３時

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】
　離乳食前期（１～２回食）の離乳食
の調理

【持ち物】
　母子手帳・筆記用具・エプロン・三
角巾・手ふきタオル

【定　員】　先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。

【申込受付開始日】
　12月 15日㈭

【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室申

　国は、平成 17年に施行した食育基
本法に基づき、食育に関する施策を総
合的かつ計画的に進め、現在と将来に
わたる健康で文化的な国民の生活と豊
かで活力ある社会の実現のために「食
育推進基本計画」を策定しました。
　三重県では平成 19年に「三重県食
育推進計画」が策定されています。
　市でも、すべての市民が生涯にわ
たって健全な心身を培い、豊かな人間
性を育む地域社会を実現するため「伊
賀市食育推進計画」を策定しました。

【基本理念】
　「食」を通じて市民一人ひとりの豊
かな人間性を育む
　～「食べること」をみんなで考えよう～

【基本方針】
○市民みんなで食育推進
○子どもの豊かな食生活のための食育
推進
○農林業と食文化に根差した食育推進
○「食」に関する情報提供

　今後策定した計画に従い、食育を推
進していきます。

【問い合わせ】　農林振興課
　☎  22-9713　℻  22-9715

伊賀市食育推進計画を
策定しました

イベント・講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「同和問題」「障がい者の人権Ⅱ」
　「人権作品受賞作パネル」

【と　き】　12 月１日㈭～ 27 日㈫
※人権作品は 12月７日㈬から展示

【ところ】　本庁舎　１階・３階
　「インターネットと人権Ⅱ」

【と　き】　12 月５日㈪～ 16 日㈮
【ところ】
　いがまち保健福祉センター
　「同和問題Ⅱ」

【と　き】　12 月５日㈪～ 16 日㈮
【ところ】　島ヶ原支所
　「気づき」

【と　き】　12 月５日㈪～ 16 日㈮
【ところ】　阿山支所　１階ロビー
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641

◆寺田市民館　じんけんパネル展
「女性と子どもの貧困」

【と　き】　12 月１日㈭～ 27 日㈫
※開館延長日　13日㈫、20日㈫

【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室

【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

◆いがまち人権パネル展
　「部落差別解消推進法」

【と　き】　12 月６日㈫～ 22 日㈭
※開館延長日
　８日㈭、15日㈭、22日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展 ◆冬の自然体験！
　川で化石を見つけてみよう

【と　き】
　12 月 18 日㈰　午後１時～３時

【ところ】　大山田地域
【定　員】　先着 15人
【対象者】　小学生以上　
※小学生は保護者同伴
※定員になり次第締め切ります。

【申込先・問い合わせ】
　木津川上流管内河川レンジャー事務局
　（（一社）近畿建設協会）
　☎  0742-33-1300

木津川上流管内河川
レンジャー活動申

健康づくりに取り組んで
健康と賞品をゲット！

【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻  22-9666

伊賀市健康マイレージ
参加者募集

広報いが

【問い合わせ】　秘書広報課
　☎  22-9636　℻  24-7900　
　 hisho@city.iga.lg.jp

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイズ
を掲載します。
　　　「古里や臍

へそ
のをに泣く年のく

れ」の句は、芭蕉翁がどこの地で
詠んだ句でしょうか？　
①伊賀上野
②江戸
③一関
④尾花沢

（答えは 31ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

【と　き】　12 月 13 日㈫
　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から 20 分間は、
健康体操や脳トレを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　電力・ガス・食料品などの価格高騰
による負担増を踏まえ、次のいずれか
に該当する世帯に、１世帯あたり５万
円を緊急支援給付しています。

◆令和４年度分の市県民税均等割が非
課税である世帯

【対象者】
　基準日（令和４年９月 30日）に世
帯全員の令和４年度分の住民税均等割
が非課税である世帯（住民税が課税さ
れている人の扶養親族等のみで構成さ
れている世帯を除く。）

【申請方法】
　10月下旬、対象となる可能性のあ
る世帯に支給要件確認書を郵送しまし
た。必要事項を記入し、提出期限まで
に返信してください。
　ただし、令和３年分の税の申告をし
ていない人や、令和４年１月２日から
９月 30日までに転入した人は、申請
が必要な場合があります。

◆令和４年１月以降の家計急変世帯
【対象者】
　令和４年度住民税均等割が課税され
ている世帯で、令和４年１月以降に収
入減少により住民税均等割非課税世帯
と同様の状況であると認められる世帯

【申請方法】
　申請が必要です。詳しくはお問い合
せください。

【提出（申請）期限】　１月 31日㈫
【提出先・問い合わせ】　生活支援課
　☎  22-9674　℻  22-9661
　 shien@city.iga.lg.jp

　子宮頸がん（HPV）ワクチンキャッ
チアップ接種対象者になった人で、す
でにワクチンの任意接種を自費で受け
た人の接種費用の助成を行っていま
す。詳しくはお問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。

【対象者】
　①と②のすべてに当てはまる人
①平成９年４月２日～平成 17年４月
１日生まれの女性のうち、令和４年４
月１日時点で伊賀市の住民基本台帳に
記録されている人　
※令和４年４月１日時点で伊賀市以外
に住民票があった人はその市町村へ
お問い合わせください。
②日本国内の医療機関で受けた２価ワ
クチン（サーバリックス）または４
価ワクチン（ガーダシル）の接種で
あること。
※９価（シルガード 9）は対象外

【申請期限】
　令和７年３月 31日㈪　※必着

【申請書類】
　申請書、領収書、診療明細書、接種
記録が確認できる書類（母子健康手帳
など）

【申請方法】　郵送または持参
　申請書は健康推進課、地域包括支援
センター東部サテライト・南部サテラ
イトに設置しているほか、市ホーム
ページからもダウンロードできます。

【申請先・問い合わせ】　健康推進課
　☎  22-9653　℻  22-9666

いがオレンジカフェ

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

子宮頸がん（HPV）ワクチン
予防接種費用助成

健康・福祉

情 報
© 2022 SANRIO CO., LTD. 
APPROVAL NO. L633265

【と　き】　12 月 20 日㈫
　午後１時 30分～４時

【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202

【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事前
に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　東部サテライト
　☎ 45-1016　℻  45-1055

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

　このシールを貼って
いる人が困っていた
ら、正面からやさしく
声をかけてください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

タテ2.5cm×ヨコ4cm

「見守り安心シール」を
ご存じですか？

　お寄せいただいた義援金は、日
本赤十字社を通じて、支援を必要
とする方々にお届けします。
【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎  26-3940
　℻  22-9673

義 援 金 受 付 中
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

【と　き】
　１月７日㈯　午前 10時～正午

【ところ】　伊賀市文化会館　
※新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため規模を縮小して実施します。見
学はご遠慮ください。

【問い合わせ】　消防総務課
　☎ 24-9100　℻  24-9111

伊賀市消防出初式

【とき・内容】　※全５回連続講座
○１月 14 日㈯
　「語り部概要」「実地案内の概要」
○ 1 月 21 日㈯
　「伊賀忍者とは」
○ 2 月 4 日㈯
　「芭蕉さんとふるさと伊賀」
○ 2 月 18 日㈯
　「現地研修　まちなか散策」
○ 3 月 4 日㈯
　「現地研修　伊賀上野城・旧崇広堂 他」
　いずれも午前９時 30分～正午

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室

【講　師】　いがうえの語り部の会会員、
伊賀流忍者博物館学芸員、芭蕉翁記念
館学芸員

【対象者】
　伊賀地域に在住または在勤している
人で、ボランティアガイドとして活動
する意欲のある人

【料　金】　※全５回分
　1,500 円（実地研修施設入館料、
資料代）

【申込方法】
　郵送、ファックス、申込
フォーム

【申込期限】　12月 23日㈮
【申込先・問い合わせ】
　〒 518-0873
　伊賀市上野丸之内 122-4　
　カルチャーボランティアガイド
　いがうえの語り部の会事務局
　（伊賀上野観光協会内）
　℻  26-7799
　いがうえの語り部の会代表者
　☎  090-9264-1360

いがうえのボランティア
ガイド養成講座申

申込フォーム

◆おうちで食べる豚肉の竜田揚げ弁当
　「料理に挑戦してみよう」という男
性を対象に料理教室を開催します。
　大切な人と笑顔で過ごすため、簡単
で美味しい料理に挑戦してみませんか。

【と　き】　１月 14 日㈯
　午前 10時～午後１時

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室

【メニュー】
　豚肉の竜田揚げ、レンジで作る醤

しょう
油

おこわ、たまご焼き、鮭の焼きびたし、
かぼちゃの甘辛煮
※作った料理は持ち帰ります。
※メニューは変更することがあります。

【講　師】　松永　啓子さん
【持ち物】
　米１合・エプロン・三角巾・マスク

【対象者】
　市内在住の料理初心者の男性

【料　金】　500円
【定　員】　先着 6人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。

【申込受付開始日】　12月５日㈪
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター　
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

おとこの料理教室申

【と　き】　１月 17 日㈫
　　　　　午後１時 30分～３時
　　　　　（開場：午後１時）

【内　容】
○演題：2020 年度市民意識調査結果
　　　　から
○講師：人権政策課職員

【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室

【対象者】
　市内在住・在勤の 18歳以上の人
※ヒアリングループを設置します。車
椅子での聴講もできます。

【定　員】　先着 10人
※年間講座登録者は別途案内

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
　 gakushuu@city.iga.lg.jp

　伊賀文学振興会が「連句ってどんな
もの？」「連句をやってみたい」とい
う人を対象に開催します。実際に楽し
く連句（前の句に句を付ける「付句」）
をしてみましょう。

【と　き】　１月 22 日㈰
　　　　　午後１時30分～３時15分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　５階学習室１

【定　員】　先着 24人
【持ち物】　筆記用具
【申込方法】　電話
【申込期間】
　12月８日㈭～１月 10日㈫
　午前９時～午後４時
※土・日曜日、祝日、年末年始を除く。

【申込先・問い合わせ】　文化振興課
　☎ 41-0400　℻  22-9694

第６回悠々セミナー申

初めての連句（実践版）申

防災・情報アプリ
H
ハ ザ ー ド ン

AZARDONで配信中！

【問い合わせ】
　防災危機対策局
　☎ 22-9640
　℻  24-0444
　 kikikanri@city.iga.lg.jp

○災害緊急情報
○気象情報
○地震情報
○土砂災害情報
○火災情報
○行政情報
○自治協議会・自治会からのお知らせ

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】　12 月６日㈫
　午後７時 30分～９時

【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
※新型コロナウイルスの感染状況に
よって、受講方法が変更になる場合
があります。

【内　容】
○演題：「差別問題理解の基礎基本」
　　　　―部落差別解消推進法に学ぶ―
○講師：近畿大学名誉教授
　　　　奥田　均さん

【定　員】　80人
【申込方法】
　氏名、電話番号を下記まで。

【申込期限】　12月６日㈫
【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162　
　 raitopia@city.iga.lg.jp

　新春恒例の干
え
支
と
展を開催します。皆

さんから寄せられた絵馬のほか、過去
に展示した卯年の絵馬、各サークルの
干支にちなんだ作品を展示します。ま
た、子どもの部としてうさぎの絵を展
示します。

【と　き】　１月４日㈬～７日㈯
　午前 10時～午後４時
※期間中、毎日先着 10人にミニ絵馬
をプレゼントします。
※子どもの部は２月３日㈮まで展示し
ます。

【ところ】
　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室・ギャラリー

【問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

第５回おおやまだ人権大学
講座 in ライトピア申

卯の春展

【と　き】　12 月４日㈰・11 日㈰
　午前 10時～午後４時

【専用ダイヤル】
　☎ 059-224-3180
※相談日当日のみの専用ダイヤルです。
※相談は無料ですが、通話料がかかり
ます。
※相談は 30分程度を限度にお伺いし
ます。

【対応者】　弁護士（三重県弁護士会）
または司法書士（三重県司法書士会）

【問い合わせ】
　三重県多重債務者対策協議会事務局
　☎ 059-224-2400

借金のお悩み電話相談

　マイナポイントの対
象となるマイナンバー
カードの申請期限は 12
月末までです。
　出張窓口では、お買
い物のついでにマイナンバーカードの
申請ができ、顔写真撮影も無料です。
本人確認書類だけでなく健康保険証と
しても利用できる便利なマイナンバー
カードの申請を、この機会に検討して
みませんか。

【と　き】　12 月 17 日㈯・18 日㈰
　午前 11 時～午後５時

【ところ】　イオン伊賀上野店
　１階特設会場（上野茅町 2519）

【持ち物】　不要
【問い合わせ】　住民課
　☎  22-9645　℻  22-9643

【と　き】　1 月 1 日（日・祝）　
○受　付：午前７時 45分～
○開会式：午前８時 15分～
○スタート：午前８時 30分～
※荒天中止

【ところ】
　伊賀の国大山田温泉さるびの
　こころの丘

【内　容】
○マラソン：5km、3.5km
○ウォーキング：2km
※いずれも記録計測は行いません。

【参加料】　800円
【募集人数】
　先着 600人

【申込方法】
　阿波・布引・山田の各地区市民セン
ターにある申込兼払込用紙に必要事項
を記入の上、最寄りの郵便局で払い込
み、または参加料を添えて持参

【申込期限】　12月 19日㈪
【申込先・問い合わせ】
○阿波地区市民センター
　☎／℻  48-0009
○布引地区市民センター
　☎／℻  47-0928
○山田地区市民センター
　☎／℻  47-1777

マイナンバーカード
出張申請サポート

第 47 回おおやまだ
元日マラソン申

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎ 22-9636
　℻  24-7900

「広報いが」広告募集中

伊賀市役所 本庁舎

12月のアート情報
本庁舎で下記の展示を行っています
◆４階市民ギャラリー
○拝啓芭蕉さんを育てる会
　絵手紙展
◆１階玄関横
○伊賀市寄贈作品展示
　陶芸
　「殻層」
　喜多 浩介さん
　陶芸
　「刻まれた沈黙」
　山本由紀子さん
○いけばな（伊賀華道協会）
※準備などで展示のない場合があ
ります。
※観覧時間は市役所の
　開庁時間に準じます。

【問い合わせ】
　文化振興課
　☎  22-9621　℻  22-9619

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続きや、
気になることなど、気軽に
お問い合わせください。

子育て何でも問い合わせ窓口
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

　伊賀市過疎地域持続的発展計画で産
業振興促進区域に指定された地域で、
一定の要件を満たす場合、固定資産税
の課税免除を受けることができます。

【対象地域】　島ヶ原地域、阿山地域、
大山田地域、青山地域

【対象者】
　青色申告をしている法人または個人

【対象業種】　製造業、情報サービス業
等、農林水産物等販売業、旅館業（下
宿営業を除く。）

【対象要件】
　業種により資本金額または取得した
設備の価額など要件が異なります。

【免除対象資産】
○家屋…建物とその附属設備のうち、
直接事業の用に供する部分

○償却資産…機械と装置のうち、直接
事業の用に供する部分

○土地…家屋・償却資産の敷地で直接
事業の用に供する部分（取得１年以
内に家屋の建設に着工した場合に
限る。）

【課税免除期間】
　固定資産税を課すべき最初の年度か
ら３年度分

【申請方法】
　所定の申請書に必要書類を添えて正
副２通を提出

【申請期限】
　課税免除を受けようとする各年度の
初日の属する年の１月 31日まで
※詳しくは市ホームページをご確認く
ださい。

【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618

　伊賀市人権学習企業等連絡会（人企
連）は、市内に事業所のある企業や団
体など 85事業者（９月末日現在）で
構成され、あらゆる差別の撤廃と、一
人ひとりの人権が尊重され、誰もがそ
の個性と能力を十分に発揮できる地域
社会の実現を目的に活動しています。
　会員が互いに連携し、住民、地域団
体、行政などと協働し、ワークライフ
バランスやハタラキカタ応援宣言、イ
クボス講座などさまざまな取り組みを
行っています。
　ぜひ一緒に活動しませんか。

【実施事業】
○新入社員、経営者、人事担当者など
の研修

○人権啓発に関する事業　など
【年会費】
○市内に単一の事業所のみの場合
　3,000 円
○市内に複数の事業所がある場合
•従業員の合計が 50 人未満
　3,000 円
•従業員の合計が 50 人以上 100 人
　未満
　5,000 円
•従業員の合計が 100 人以上　　
　10,000 円

【問い合わせ】
　伊賀市人権学習企業等連絡会事務局
　（商工労働課内）
　☎ 22-9669　℻  22-9695

過疎地域における
固定資産税の特例

伊賀巿人権学習企業等
連絡会新規会員募集

　償却資産とは、工場や商店の経営者
や駐車場・アパートを賃貸している人
が、事業のために使用する土地・建物
以外の有形資産をいいます。
　例えば、一般家庭のミシンは課税対
象となりませんが、縫製工場などで使
用している場合は償却資産として課税
対象となるため、収益の有無に関係な
く申告が必要です。

【対象者】
　市内で事業を行っているすべての法
人・個人

【課税対象】
○構築物
○機械・装置
○車両・運搬具
※自動車税・軽自動車税の対象となる
車両は除く。
○工具・器具・備品

【申告書の入手方法】
　対象者には 12月中旬に申告書を発
送します。届かない場合はご連絡くだ
さい。申告書は市ホームページからも
ダウンロードできます。

【提出方法】
　申告書に必要事項を記入の上、下記
まで。詳しくは市ホームページをご覧
ください。
※便利な電子申告（e

えるたっくす
LTAX）もご利

用いただけます。
【提出期限】　１月 31日㈫
※締め切り間際は申告が集中するた
め、早めの申告をお願いします。

【提出先・問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618

償却資産申告書を
提出してください

　26 ページの答え　
①伊賀上野
　貞享４年（1687）暮れ、故郷伊
賀上野の兄の家に戻った芭蕉翁は、
なき父母を慕い、故郷への思いを
込めて詠んだものです。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　広報いが 11月号 25ページのまち
かど通信「伊賀市国際交流フェスタ
2022」の記事に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。

　正）伊賀琉真太鼓

【問い合わせ】　伊賀市国際交流協会　
　☎  070-4455-4900　℻  22-9631

　令和４年分の確定申告会場は、これ
までのDMGM

モ リ

ORI アリーナ（旧：ゆ
めドームうえの）から「ヒルホテル　
サンピア伊賀」に変わります。
　なお、詳細は広報いが１月号でお知
らせします。

【問い合わせ】
○上野税務署　☎  21-0950
○課税課　☎22-9613　℻  22-9618

お詫びと訂正

確定申告会場変更の
お知らせ

２次元コードから詳しい情報が見られます。

お知らせ

◆伊賀市文化財保存活用地域計画（中間案）
　市では、文化財を守り未来へ引き継
ぐために、地域全体でその継承に取り
組み、文化財を活用し魅力ある地域づ
くりの実現に向け「伊賀市文化財保存
活用地域計画」を策定しています。策
定にあたり、市民の皆さんのご意見を
募集します。

【閲覧場所】
○文化財課
○各支所
○各地区市民センター
○市ホームページ

【受付期間】
　12月１日㈭～１月６日㈮　※必着

【提出方法】　住所・氏名・電話番号・
件名（「伊賀市文化財保存活用地域計
画」）・該当箇所とそれに対する意見内
容を明記の上、下記まで。インターネッ
トからも提出できます。持参の場合は、
各支所、各地区市民センターでも受け
付けます。詳しくは、市ホームぺージ
をご覧ください。
※提出いただいた意見は、計画作成の
参考資料とし、市ホームページなど
で公表します。
※個別の回答は行わず、意見は返却し
ません。

【提出先・問い合わせ】　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667
　 bunkazai@city.iga.lg.jp

パブリックコメント
（ご意見）募集

　政治家の寄附行為は法律で禁止され
ています。伊賀市明るい選挙推進協議
会では「贈らない、求めない、受け取
らない」の「三ない運動」を進めてい
ます。

◆寄附行為に該当すること（例）
○冠婚葬祭などで、花輪や供花などの
贈答品を贈る。
○町内会の集会や旅行、地域の行事
などへ、寸志や飲食物の差し入れを
する。
○入学、卒業、就職、出産などのお祝
いに金品を贈る。
○お歳暮・お年賀などを贈る。

　不正を防ぐには、政治に携わる人だ
けでなく、有権者一人ひとりが認識を
深めることが大切です。みんなでルー
ルを守り、公平公正な選挙を実現しま
しょう。

【問い合わせ】
　伊賀市明るい選挙推進協議会事務局
　（総務課内）
　☎ 22-9601　℻  22-9672

12 月は明るい選挙
推進強調月間です

　露出展示の大溝遺構の凍結による破
損劣化を防止するため、シートで保護
します。このため、次の期間は大溝を
見学することはできません。見学を希
望する皆さんには大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。

【大溝保護期間】
　12 月 20 日㈫～３月 20 日㈪

【休園日】　毎週月～木曜日・年末年始
(12 月 29 日～１月３日 )
※期間中の毎週金～日曜日は無料で入
園できます。

【問い合わせ】
○文化財課　
　☎ 22-9678　℻  22-9667
○（公財）伊賀市文化都市協会
　☎ 22-0511

城之越遺跡大溝の
シート養生

◆相続登記・遺産分割登記を進めま
しょう
○相続登記の申請が義務化されます
　令和６年４月１日から、相続（遺言
も含む。）によって不動産を取得した
相続人は、その所有権の取得を知った
日から３年以内に相続登記の申請をし
なければいけません。
　また、遺産分割の話し合いがまとま
り、不動産を取得した相続人は、遺産
分割が成立した日から３年以内に、そ
の内容を踏まえた相続登記の申請をし
なければならないこととされました。
　正当な理由がないのにこれらの義務
を果たさないと、10万円以下の過料
の対象となります。

○相続手続きに便利！「法定相続情報
証明制度」
　戸籍などの書類をもとに法務局が法
定相続人を確認し、無料で発行する公
的証明書です。
　相続登記はもちろん、預貯金の払戻
しや相続税の申告など、さまざまな相
続手続で利用できます。
　戸籍の束を何度も出し直す必要がな
くなり、複数の機関で同時に相続手続
ができます。

○預けて安心！「自筆証書遺言書保管
制度」
　令和２年７月から、自分で書いた遺
言書を法務局で保管できる自筆証書遺
言書保管制度が始まりました。遺言書
が発見されなかったり、書き換えられ
たりするトラブルを防ぐことができま
す。ご自身の財産を大切な人に確実に
引き継ぐためにも、遺言書を法務局に
保管しませんか。

【問い合わせ】　津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804

あなたと家族をつなぐ
相続登記

　広報いが 11月号 13ページでお知
らせした第４次人権施策総合計画（中
間案）のパブリックコメント（ご意見）
の募集は、都合により延期します。

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641

パブリックコメント
募集の延期

【問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力
　本部伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

自衛官採用試験情報
　希望される場合はお問い合わせ
ください。　

【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
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の
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現
在
の
上
野
城
（
伊
賀
文
化
産
業
城
）

は
、
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
に
代
議
士

の
川
崎
克
が
復
興
さ
せ
た
も
の
で
す
。
完

成
前
に
行
わ
れ
た
上
棟
式
に
つ
い
て
記
し

た
文
献
や
写
真
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
今
回
新
た
に
上
棟

式
の
様
子
を
撮
影
し
た
16
㎜
フ
ィ
ル
ム
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
棟
式
は
、
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年

11
月
19
日
に
県
知
事
や
県
選
出
代
議
士
、

県
会
議
員
な
ど
を
多
く
招
き
、
施
主
の
川

崎
が
主
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
、
車
坂
町
に
あ
る
川
崎
邸
に

支
援
者
の
会
で
あ
る
大
阪
克こ

く
堂ど

う
会か

い
や
工
匠

ら
が
参
集
し
、
午
前
10
時
30
分
頃
に
行
列

を
な
し
て
町
中
へ
練
り
出
し
ま
し
た
。
途

中
、
菅
原
神
社
（
上
野
天
神
宮
）
を
通
っ

て
上
野
公
園
へ
と
向
か
い
、
式
が
始
ま
る

ま
で
万ば

ん
歳ざ

い
館か

ん
で
待
機
し
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
か
ら
上
棟
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。
一
行
は
天
守
閣
へ
登
る
桟
橋
を

渡
っ
て
大
棟
へ
と
上
が
り
ま
す
。
式
は
下

壇
と
上
壇
の
そ
れ
ぞ
れ
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
行
わ
れ
た
の
は
下
壇
で
の
根ね

柱は
し
ら

祭

り
で
、
式
は
簡
略
化
し
「
修し

ゅ
う

祓ば
つ
の
儀
」
と

「
切き

り

麻ぬ
さ

散さ
ん

米ま
い

の
儀
」
の
み
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
人
と
土
地
を
祓は

ら
い
無

事
を
願
う
儀
式
で
す
。

　
次
に
上
壇
で
は
、
古
式
に
の
っ
と
り
参

列
者
一
同
が
着
席
し
、
塩
撒ま

き
や
供く

物も
つ
奉

納
、
工
匠
長
へ
の
祓
い
、
上
棟
祝の

り
と詞
、
玉

串
奉ほ

う
奠て

ん
、
棟
木
を
打
ち
固
め
る
棟む

ね
槌つ

ち
の
式

の
順
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
工
匠
長

が
礼
拝
し
、
施
主
と
参
列
者
の
順
に
御お

神み

酒き

を
い
た
だ
き
ま
す
。
一
同
の
拍
手
と
礼

拝
に
て
儀
式
を
終
え
、
集
ま
っ
た
人
び
と

へ
の
餅
撒
き
で
上
棟
式
が
終
了
と
な
り

ま
す
。

　
当
日
公
園
内
に
は
大
勢
の
見
物
人
が
訪

れ
て
お
り
、
ま
た
町
で
は
諸
芸
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
花
火
が
上
が
り
ま
し
た
。
式

の
盛
大
さ
や
町
全
体
で
盛
り
上
が
っ
て
い

る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　
新
た
に
発
見
さ
れ
た
映
像
は
、
伊
賀
市

公
式
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
忍
者
市
チ
ャ
ン

ネ
ル
）
で
公
開
中
で
す
。
ま
た
、
映
像
の

解
説
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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化
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▲新たに発見された 16mmフィルム

I G AMONO
セレクション No.32

　新鮮なネタは、長年の経験と目で見
極め、郡山中央卸売市場から仕入れ
ています。江戸前寿司はもちろんの
こと、サラダやカルパッチョ、天ぷら
など、四季折々、旬の豊富な素材を
楽しんでいただけるよう心がけていま
す。また、地元の代表的な
食材の牛肉も、心ゆくまで
ご堪能ください。

　伊賀を代表する食材はたくさんあります。その中でも、越前すしでは、
伊賀米を酢飯に、伊賀牛を世界中の人に愛されるすしネタとしました。
気軽に観光しながら食べることができ、ごみゼロになるよう、えび煎餅
の上に載せて提供しています。すこぶるおいしい伊賀牛にぎり寿しをぜ
ひご賞味ください。

伊賀牛にぎり寿し

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

越前すし　倉本　忠司さん

IGAMONO
オンラインストア

YouTube市ホームページ

コラム

　「がんばって！」
　たくさんの温かい声援と拍手に包まれ、私たちは
走り続けました。
　過日、私は「第 28回生命の駅伝～ EKIDEN for 
LIFE ～」に市民ランナーとして参加しました。こ
の活動はがん研究支援のための募金活動と啓発を目
的としたチャリティーランです。がんで右足を失っ
たカナダの青年が、一人ひとりから１ドルをがん治
療のために寄付してもらおうと、義足で毎日フルマ
ラソンを走り、募金を訴え続けたことがきっかけで
始まりました。この取り組みに賛同し、少しでも力
になりたいと考えた私は、今回市役所をはじめ医療
機関など約 30㎞を命の旗を背に駆け巡りました。
各施設や沿道でたくさんの人から温かい励ましの言
葉をいただき、人とのつながりの重要性とともに、
この駅伝のテーマである「命」の大切さについて深
く考えるきっかけになりました。　

　私たちは、自分ひとりで生きているのではなく、
さまざまな形でさまざまな人に支えられて生きてい
ます。このことをしっかり受け止め、お互いを尊重
することの大切さと命の重さを心に刻まなければな
りません。自身の置かれた立場を理解し、支え合う
社会の実現こそ、今最も大切にするべきことではな
いでしょうか。
　12月４日から 10日は人権週間です。命を大切
にし、幸せに生きる権利、「人権」について今一度
考え、「誰一人取り残さない」社会の実現に向け、
今後もさまざまな形で支え合える活動をみんなで推
進していければと思います。
　私は「生命の駅伝」に参加したことにより、この
ような支援の輪が今後も広がり、深まってほしいと
改めて感じることができました。そして「誰一人取
り残さない」未来へのゴールに向けて一歩一歩共に
歩んでいきたいと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

命と人権 ～ E
エ キ デ ン

KIDEN f
フォー

or L
ラ イ フ

IFE に参加して～　　－総務課－

　皆さんは「アーバンスポーツ」をご存じですか。
公園などの都市空間を活用したスポーツで、スケー
トボードや BMX、スポーツクライミングなど多く
の種目があります。昨年開催された「東京 2020
オリンピック大会」では新たに正式種目に採用され、
スケートボードでは日本代表選手が金メダル３個、
銀メダル２個、銅メダル２個を獲得したこともあり
注目を集めました。
　９月に岡山県で開催された「第６回全日本ＢＭＸ
フリースタイル選手権大会」に市内の小学生が出場
するなど徐々に新しいスポーツとして競技者が増え
つつあり、今後のアーバンスポーツの盛り上がりに
期待しています。

　一方、全国的に愛好者が増加傾向にあるものの専
用施設があまりないなどの課題も明らかになってお
り、今後の実施環境の整備にむけた検討が必要です。

【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎  22-9635　 ℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

アーバンスポーツ

写真提供： （一財）全日本フリースタイル BMX連盟
　理事　田邉　泰志さん
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図書館
　だより

▪絵　本
『ちいさいおねえちゃん』
いとう　みく／作、えがしら　みちこ／絵

『あのこ』　　　　　　 樋勝　朋巳／作

《問い合わせ》
　上野図書館　☎21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室　☎ 59-2291
　阿山図書室　☎ 43-0154
　大山田図書室　☎ 47-1175
　青山図書室　☎ 52-1110

図書館（室）からのお知らせ

『けなげな野菜図鑑』
稲垣　栄洋／監修

『色の名前と言葉の辞典 888』
桜井　輝子／監修

▪児童書
『ふじさんにっぽんいち !』

ひさかたチャイルド／刊

『大迫力！NEO 伝説の武器・刀剣・
防具大図鑑』　　　　　朝里　樹／監修

『素敵な空が見えるよ、明日もきっと』
リト@葉っぱ切り絵／著

　ウサギ、カエル、ネズミなど、森の仲間たち
がくり広げる物語が、１枚の小さな葉っぱの上
に切り絵で表現されています。繊細であたたか
い葉っぱ切り絵作品 78点を収録した、心が癒
される１冊です。

▪一般書
司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

10日㈯ 10：30～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

17日㈯ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

20日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

21日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

24日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

図書館
ホームページ

図書館
　だより

《問い合わせ》
　上野図書館　☎21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室　☎ 59-2291
　阿山図書室　☎ 43-0154
　大山田図書室　☎ 47-1175
　青山図書室　☎ 52-1110

司書のおすすめ

図書館
ホームページ

　伊賀の歴史について、ゆかりの人物を中心に語
ります。

【と　き】　12月 16日㈮　午後６時～７時30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　羽仁新五と「パルナッスの丘」
【講　師】　伊賀古文献刊行会　北出　楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または、市営
上野公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご
利用ください。

　大型紙芝居や大型絵本の読み聞かせの後、オカ
リナやギターの弾き語りによるプチコンサートを
行います。

【と　き】　12 月 26日㈪　午前 10時～ 11時 
【ところ】　西柘植地区市民センター　小ホール 
【読み手】　お話の国アリス 
【対象者】
　幼児から小学校低学年　※保護者同伴可 

【定　員】　15組程度 
【問い合わせ】　いがまち図書室 

◆郷土の歴史夜咄会

◆冬のお話会とプチコンサート

※感染拡大予防のため、参加人数を制限しています。

【アクセス方法】　市ホームページにある「デジタルミュー
ジアム　秘蔵の国 伊賀」のバナーをクリックするか、下
記のURL または二次元コードからアクセスし
てください。
https://adeac.jp/iga-city/

◆「デジタルミュージアム　秘蔵の国 伊賀」URL 変更

１月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。
相談内容 問い合わせ 電　話

消費生活相談 住民課 22-9626

空き家に関する相談 空き家対策室 22-9676

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609家庭児童相談　※予約優先
母子・父子自立相談

※予約優先
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

※ハイトピア伊賀駐車場は有料です。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

①
12日㈭

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３
住民課

① 1/5　8：30～受付
② 1/17　8：30～受付

※先着６人
22-9638

②
24日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 11 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（12/19 ～ 1/6）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
＊収入要件あり　※予約制 18 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（1/16）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

11日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 住民課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 25 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期間（1/4 ～ 1/23）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 13 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期限（1/11）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談※予約制 20 日㈮ 10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
9112

緑（園芸）の相談 10日㈫ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談
※予約制

５日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

多文化共生課
※受付期限（12/27）

※先着４人
22-9702

健康相談 27日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階ミーティングルーム 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
５日㈭

13:30 ～ 15:00
青山文化センター

シルバー人材センター 24-580019 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談（人権擁護委員） 19日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

こころの健康相談
※予約制 25 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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今月の表紙は上野天神祭だんじり巡行の様子

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。

すべての人がいきいきと安心して暮らせるまちへ
12月3日～9日は障害者週間です 今月の納税

●納期限　12月26日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期） 2022 年（令和４年）12月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,390 人　○世帯数　40,486 世帯
○男　42,942 人　　○女　44,448 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年 10月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

12 月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆地域医療連携室
　高齢者の中には、長い間入院することで、病気や
ケガの治療が終了しても入院する前の身体の状態に
戻ることのできない人が多くいます。
　「今までどおりの生活ができるのか」、「退院した
ら、自宅で一人になるけど大丈夫か」といった不安
を抱える患者さんも多く、またその家族も、「離れ
て暮らしているので何かあってもすぐ対応できな
い」、「仕事があって介護ができない」などさまざま
な悩みに直面します。
　そのような時は、地域医療連携室にご相談くださ
い。看護師や福祉に精通した医療ソーシャルワー
カーが協力して、院内のスタッフ、地域の介護支援
専門員、福祉施設、関係機関などと連携し、自宅へ

の退院や施設への入所など退院後の生活をより良く
送ることができるようサポートします。また、転院
が必要な場合には他病院との連絡調整を行います。
　そのほか、入院や通院によって生じる悩み事や問
題を抱えている患者さん、家族・親族のご相談にも
応じ支援を行いますので、お気軽にお声掛けくだ
さい。　　　　　　（地域医療連携室　上野　秀徳）

上野総合市民病院だより
介護保険ってなに？どんな
サービスが受けられるの？

身体障害手帳などの福祉
制度を利用したいけど
どうしたらいいの？

退院後の施設
を探したい

介護医療院に
入りたいんだけど

医療費が心配

退院後の介護に
ついて知りたい

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　上野

３
　名張

４
岡／名

５
　岡波

６
　名張

７
　岡波

８
　名張

９
　上野

10
　上野

11
　岡波

12
　岡波

13　
　上野

14
　岡波

15
　名張

16
　上野

17
　名張

18
岡／名

19
　岡波

20
　名張

21
　岡波

22
　名張

23
　上野

24
　上野

25
　岡波

26
　岡波

27
　上野

28
　岡波

29
　名張

30
　上野

31
　名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


